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ボランティア・市民活動を広げ、応援する！
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新型コロナウイルスと
ボランティア・市民活動

いいもの みぃ～つけた！　vol.25
ホープ就労支援センター渋谷 アトリエ福花（ふっか）
「渋谷みやげ」としても販売中‼

思い立ったがボラ日
公益社団法人シャンティ国際ボランティア会
絵本を届ける運動に参加

TVAC News　vol.6
「ゆめ応援ファンド」助成決定
新刊『ボランティア・市民活動
助成ガイドブック2020ー2021』

あすマネ
オンラインの活動って、どんな感じ？
～セルフヘルプグループの場合～
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「
在
宅
勤
務
に
な
っ
た
ら
時
間
に
余
裕
が
で
き

た
の
で
、
家
で
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
あ

れ
ば
や
り
た
い
の
で
す
が
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

関
わ
っ
て
い
た
サ
ロ
ン
が
長
期
の
休
み
に
入
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
再
開
ま
で
の
間
に
で
き
る

活
動
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
、

家
で
の
自
粛
を
求
め
ら
れ
た
２
０
２
０
年
の
春
、
当

セ
ン
タ
ー
に
は
こ
の
よ
う
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
在
宅
で
で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
金
の
寄
付
や
お
金
に
換
金
で
き
る

収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
い
る
側
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
市
民
活
動
団
体
か
ら
は
、
運
営
資
金
が
足
り

な
く
な
る
こ
と
の
不
安
と
と
も
に
、
運
営
支
援
や

助
成
情
報
に
つ
い
て
の
ご
相
談
や
お
問
い
合
わ
せ

が
増
え
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
、
お
金
に
ま
つ
わ

る
ご
相
談
は
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
の

感
染
防
止
対
策
と
自
粛
に
伴
い
、
一
層
大
き
な
課

題
に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。「
活
動

を
縮
小
し
て
続
け
て
い
る
け
れ
ど
、
支
出
ば
か
り

で
事
業
収
入
が
な
い
」「
活
動
は
休
止
し
て
い
て

も
、
事
務
所
の
家
賃
な
ど
、
お
金
が
か
か
っ
て
し

ま
う
」
と
い
っ
た
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
団
体
に
と
っ

て
、
お
金
の
寄
付
は
大
き
な
支
援
に
つ
な
が
り
ま

す
。
応
援
し
た
い
団
体
に
直
接
寄
付
し
た
り
、「
子

ど
も
支
援
団
体
緊
急
応
援
」「
福
祉
活
動
支
援
」
な

ど
の
テ
ー
マ
で
呼
び
か
け
て
い
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
参
加
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
減
収
し
て
し
ま
い
、
お
金
の
寄
付
が

難
し
い
と
い
う
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
家
に
あ
る
も
の
を
寄
付
し
て
お
金
に
換
え
る

と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。
使
用
済
切
手
や
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド
、
ベ
ル
マ
ー
ク
、
書
き
損
じ
は
が
き
と

い
っ
た
も
の
は
少
量
で
は
換
金
は
難
し
い
も
の
の
、

このコーナーでは、毎回一つの団
体を取材し、活動内容やそこで
活動するボランティアさんの生

の声をお届けします。
読み聞かせの様子。『しっぽのはたらき』福音館書店／写真提供＝シャンティ国際ボランティア会
／©Yoshifumi Kawabata

東京ボランティア・市民活動センターでは、使用済み切手、
プリペイドカード、ベルマークを集めて寄付しています。

市民活動団体による物品寄附のチラシ。

公益社団法人

シャンティ国際ボランティア会
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そ
れ
ら
を
受
け
入
れ
て
い
る
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
寄
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
、
未
使
用

の
ブ
ラ
ン
ド
品
や
貴
金
属
な
ど
、「
家
で
眠
っ
て
い

る
お
宝
」
を
募
っ
て
い
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
っ
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
品

し
て
お
金
に
換
え
、
寄
付
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

普
段
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
た
活
動

　

普
段
つ
な
が
り
の
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
し
、
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
な
ど
の
衛
生
用
品
や
マ
ス
ク
の
寄
付
を

し
た
り
、
家
族
と
の
面
会
や
外
出
が
か
な
わ
な
い

施
設
の
高
齢
者
へ
手
紙
や
は
が
き
を
送
っ
た
り
、
子

ど
も
向
け
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
勉
強
や
ダ
ン
ス
を
教
え

る
な
ど
、
先
方
の
状
況
に
合
わ
せ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
た
方
々
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
つ
な
が
り
を
持
た
な
い
方
々
が
在
宅
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
と
な
る
と
、
残
念
な
が

ら
情
報
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
よ
う
な

方
々
が
、
全
国
ど
こ
に
い
て
も
在
宅
で
で
き
る
活
動

の
一
例
と
し
て
「
絵
本
を
届
け
る
運
動
」
を
ご
紹
介

し
ま
す
。編
集
部
も
参
加
し
て
体
験
し
て
み
ま
し
た
。

絵
本
の
翻
訳
シ
ー
ル
貼
り

　
「
絵
本
を
届
け
る
運
動
」
は
、
公
益
社
団
法
人

シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の
取
り
組
み

で
す
。こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、良
質
な
本
が
不
足
し
、

本
を
知
ら
な
い
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
を

届
け
る
活
動
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
目
は
、

日
本
語
の
本
文
の
上
に
翻
訳
シ
ー
ル
を
貼
る
こ
と
。

　
「
簡
単
す
ぎ
る
」
と
思
う
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
体
験
し
た
ス
タ
ッ
フ
も
そ
う
考
え
て
い
ま
し

た
。
が
、
気
を
つ
け
な
い
と
、
現
地
語
が
わ
か
ら
な

い
の
で
シ
ー
ル
を
貼
る
場
所
を
間
違
え
そ
う
に
な
っ

た
り
、
日
本
語
の
文
字
が
は
み
出
し
そ
う
に
な
っ
た

り
…
決
し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
か
わ
り
、

仕
上
が
っ
た
と
き
の
達
成
感
は
非
常
に
あ
り
ま
し
た
。

　

本
誌
３
５
６
号
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
翻
訳
文

を
貼
る
作
業
の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

こ
の
と
き
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
の
友
と
歩
む
会

／
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
の
「
夏
の
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

連絡先

公益社団法人

シャンティ国際ボランティア会
https://sva.or.jp/

東京事務所
〒 160-0015
東京都新宿区大京町 31
慈母会館　２・３Ｆ 
TEL：03-5360-1233 （代表番号）
FAX：03-5360-1220
月～金　（土・日・祝日休）

移動図書館活動。写真提供＝シャンティ国際ボランティア会／©Yoshifumi Kawabata

絵本を手にする子どもたち。『ぶどう畑のアオさん』
こぐま社／写真提供＝シャンティ国際ボランティ
ア会／©Yoshifumi Kawabata

『ぐりとぐらのおきゃくさま』福音
館書店／写真提供＝シャンティ国
際ボランティア会／©Yoshifumi 
Kawabata
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編集部が体験してみました！

まず、参加の方法を読んで…

10 冊のなかから、イラストの好みと難易度で
本を選んでカートへ。送付先や支払方法などを
入力し、申込完了。

『しんせつなともだち／福音館書店』（⑤⑥も同）

4 届けたい国や言語をチョイス！
3

ホームページには「絵本を届ける運動」のし
くみや活動の趣旨などがわかりやすく書かれ
ています。

2

1

日本語の上に翻訳文を貼り付けます。
5完成した絵本を返送（元払い）しました。こんな笑

顔を想像するとワクワクします！　写真提供＝シャン
ティ国際ボランティア会／Ⓒ Yoshihumi Kawabata

6
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NO.366  2020 年

６月号

ボランティア・市民活動を広げ、応援する！

も くじ

ボランティア・市民活動に役立つ視点や情報をお届けします。深める

知 る ボランティア・市民活動のさまざまな形やボランティアに
一歩ふみだすヒントを、ご紹介します。
思い立ったがボラ日　公益社団法人シャンティ国際ボランティア会／絵本を届ける運動に参加1
TVAC News　Vol.6　�2020 年度ボランティア・市民活動総合基金「ゆめ応援ファンド」

助成決定
　　　　　　　　　　『ボランティア・市民活動 助成ガイドブック 2020 ー 2021』

21

つぶやきブレイク　vol.13　好きなこと、年をとること22
特別企画　都内区市町村ボランティア・市民活動センター向け 第２回アンケート調査結果23
いいもの みぃ～つけた！　vol.25　ホープ就労支援センター渋谷 アトリエ福花（ふっか）
　　　　　　　　　　　　　　 　「渋谷みやげ」としても販売中 !!

26

もしもボランティア活動中に怪我をしたら…
怪我をさせたり、物を壊したら…

東京都社会福祉協議会指定生損保代理店
有限会社 東京福祉企画

〒162-0825 東京都新宿区神楽坂1-2
研究社英語センタービル 3階

TEL. 03-3268-0910
FAX. 03-3268-8832
URL. http://www.tokyo-fk.com/

※ボランティア保険お
よび行事保険の加入
は、東京都内の各区
市町村のボランティ
アセンターまたは東
京都社会福祉協議会
窓口で手続きができ
ます。

新型コロナウイルスと
ボランティア・市民活動
新型コロナウイルス対応に関する緊急アンケートから
◇�①居場所団体、②介護者支援団体、③民間相談機関連絡協議会 会員団体、
　④民間助成団体・NPO対象融資金融機関

6

寄稿  コロナ禍におけるシューレ大学の取り組み
◇長畑 洋（シューレ大学 学生）

15

あすマネ　オンラインの活動って、どんな感じ？
　　　　 ～セルフヘルプグループ（SHG）の場合～

17

〝新型コロナ″の中でのボランティア・市民活動 参考事例集
いま、できる活動って？

12
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　新型コロナウイルスはあっという間に世界中に広がり、生活様式や
経済の変容をもたらした。
　感染拡大による非常事態のもとでは、社会的に弱い者から順に追い
詰められていく。多くの自営業者や中小企業などが休業や「開店休業」
に追い込まれ、非正規雇用層で失業が広がるいっぽう、政府による経
済支援策は迅速かつ充分とは言えず、多数の困窮者を生み出した。また、
学校の休校や施設の利用制限、さらには外出自粛要請によってさまざ
まな社会活動がストップし、その陰で安心できる居場所を失い、生き
づらさを抱え込んでしまった人が生じている。未経験の社会課題がつ
ぎつぎに表出しつつある状況だ。
　ボランティア・市民活動分野においても影響は大きく、多くの団体
が活動の方向転換を余儀なくされている。今号では、東京ボランティア・
市民活動センターが行ったボランティア・市民活動団体へのアンケー
ト結果や事例から、直面している課題や活動の工夫、新たな取組みな
どをまとめ、この状況を乗り切るヒントを探りたい。

特集
新型コロナウイルスと
ボランティア・市民活動

20-05-094_005_特集トビラ.indd   5 2020/06/16   9:47:07



■ 特 集   新型コロナウイルスとボランティア・市民活動

公
共
施
設
で
は
利
用
が
制
限
・
停
止
さ
れ
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
、定
例
の
会
合

に
至
る
ま
で
、次
々
と
中
止
ま
た
は
延
期

さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
４
月
７
日
の
緊
急
事
態
宣
言
後
に
は
、

当
セ
ン
タ
ー（
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
）を
含
む
都
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
、国

内
で
初
め
て
確
認
さ
れ
た
の
が
１
月
16
日
、

ま
も
な
く
都
内
に
お
い
て
も
感
染
者
が
発

生
し
ま
し
た（
１
月
24
日
）。
感
染
は
徐
々

に
広
が
り
、ひ
と
月
経
つ
間
に
、私
た
ち

の
日
常
生
活
は
に
わ
か
に
変
わ
り
ま
し
た
。

３
月
に
入
る
と
学
校
が
休
校
し
、一
部
の

お
よ
そ
６
割
が
や
む
な
く
開
館
時
間
の
短

縮
や
利
用
の
制
限
、あ
る
い
は
休
館
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た（
23
～
24
ペ
ー
ジ
参

照
。
都
内
区
市
町
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
向
け
第
２
回
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
よ
り
）。

こ
の
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
急
速
に
拡
大
す
る
中
、Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ

で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
団
体
の

対
応
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
対
象
は
、

地
域
の
居
場
所
の
活
動
団
体
*
、介
護
者

支
援
の
活
動
団
体
、民
間
相
談
機
関
連
絡

協
議
会
会
員
団
体
、
民
間
助
成
団
体
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
対
象
融
資
金
融
機
関
で
、Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
る
団
体
の
皆
さ
ん

を
中
心
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

質
問
で
は
、活
動
や
事
業
の
実
施
状
況

に
加
え
て
、感
染
防
止
対
策
、利
用
者
な

ど
に
対
す
る
新
た
な
取
り
組
み
、周
辺
地

域
の
生
活
上
の
課
題
、団
体
の
運
営
や
事

業
上
の
課
題
、今
後
予
想
さ
れ
る
課
題
や

方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
ご
回
答
い
た
だ
き

ま
し
た
。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結

果
に
つ
い
て
要
約
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　＊	

地
域
の
居
場
所
の
活
動
団
体
に
は
都
内

の
区
市
町
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
も
調
査
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
関
す
る
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
の
概
要

�

〈
調
査
期
間�

４
月
10
日
～
４
月
22
日
〉

緊急レポート

TVAC調べ。 参考資料／NHK特設サイト新型コロナウイルス、 
東京都新型コロナウイルス感染症対策サイト、2020/5/30付朝日新聞

●1/16	 日本国内で初めて感染確認

●1/24	 都内で初の感染者 （１名）

●2/1	 新型コロナウイルスによる感染症 「指定感染症」 に	（政令施行）

●2/27	 全国一律の休校要請を表明 （首相）

●3/9	 専門家会議 「３条件 （密閉・密集・密接）の重なりを避けて」

●3/11	 WHOがパンデミックを認定

●3/14	 都内の１日ごとの新規感染者初めて10人を超える （10人）

●3/25	 週末の不要不急の外出自粛を要請 （都知事）

●3/26	 新型コロナウイルスの対策特措法に基づく政府対策本部設置

●4/1	 73カ国・地域に入国拒否拡大 「全世界からの入国者に２週間の
待機要請」 決定

●4/4	 都内の１日ごとの新規感染者初めて100人を超える （118人）

●4/7	 ７都府県に緊急事態宣言 「人の接触	最低７割極力８割削減
を」 （4/16に全国に拡大）

●4/17	 都内の１日ごとの新規感染者206人 （5/31現在での最大値）

●4/24	 全国の小中学校	高校の９割が休校 （文科省調査）

●5/4	 緊急事態宣言を５月３１日まで延長

●5/25	 全国で緊急事態宣言の解除

●5/31	 都内の感染者数累計5,236人

●都内の新型コロナウイルスの感染者数の推移

●社会の主な動き

■ 都内における新型コロナウイルス感染者数の推移と 
社会の主な動き
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と
し
て
８
割
超
が「
定
期
的
な
換
気
」。

８
割
弱
が「
消
毒
液
の
設
置
」「
体
調

が
悪
い
方
は
控
え
て
頂
く
」、７
割
が

「
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
・
人
と
の
距
離
を

空
け
る
」「
利
用
者
の
マ
ス
ク
の
着
用
」

と
い
う
対
応
を
実
施
。「
そ
の
他
」の

回
答
で
は
、「
手
洗
い
」と「
検
温
」が

複
数
の
団
体
で
み
ら
れ
ま
し
た
。

ざ
ま
な
手
段
で
連
絡
を
取
り
合
う
取

組
み
が
複
数
見
ら
れ
ま
し
た
。
①
Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
の
居
場
所
開
催
、②
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
つ
な
が
り
づ
く
り
、
③
電
話
・

メ
ー
ル
で
の
安
否
確
認
・
状
況
確
認
、

④
は
が
き
・
手
紙
の
送
付
な
ど
の
回

答
で
し
た
。

・	

情
報
発
信
を
強
化
し
て
い
る
団
体
も

複
数
あ
り
、多
か
っ
た
の
は
①
通
信

を
発
行
、②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
情
報

発
信
と
い
う
も
の
。

・	

必
要
な
も
の
を
配
布
す
る
、と
い
う

回
答
も
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

①
弁
当
や
お
菓
子
の
配
布
、②
マ
ス

ク
の
配
布
、③
物
資
配
布
、④
そ
の
他

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
個
別
配
布
。

・	「
そ
の
他
」で
は
①
開
催
日
数
の
増
加
、

②
訪
問
事
業
と
し
て
対
応
、③
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
の
立
ち
上
げ
、④
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
レ
ン
タ
ル
、⑤（
公
園
で

子
ど
も
を
連
れ
た
親
に
）声
掛
け
す

る
な
ど
の
回
答
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

■

利
用
者
や
周
辺
地
域
の
生
活
上
の

困
り
ご
と
の
相
談

・	

居
場
所
の
運
営
者
が
受
け
た
り
耳
に

し
た
の
は
不
安
・
閉
塞
感
・
ス
ト
レ
ス

の
相
談
で
す
。
具
体
的
に
は
、①
外
出

制
限
に
よ
る
閉
塞
感
、②
感
染
リ
ス

ク
に
伴
う
不
安
、③
人
と
対
面
で
き

な
い
こ
と
に
よ
る
孤
立
の
ス
ト
レ
ス
、

④
話
し
相
手
の
不
在
に
よ
る
ス
ト
レ

ス
と
い
っ
た
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

・	

行
く
場
所
が
な
い
と
い
う
相
談
も
見

ら
れ
ま
し
た
。
①
日
中
過
ご
す
場
所

が
な
い
、②
暇
を
持
て
余
す
、③
一
人

■

生
活
に
影
響
を
受
け
た
利
用
者
へ
の

新
た
な
取
組
み

・	

約
６
割
が
生
活
に
影
響
を
受
け
た
利

用
者
へ
の
新
た
な
取
組
み
を「
行
っ

て
い
な
い
」と
回
答
。
一
方
、新
た
な

取
組
み
を「
行
っ
て
い
る
」と
回
答
し

た
団
体
は
約
３
割
。

■

新
た
な
取
組
み
の
内
容

・	

新
た
な
取
組
み
の
内
容
で
は
、さ
ま

で
抱
え
続
け
る
辛
さ
、と
い
っ
た
回

答
で
す
。

・	

子
ど
も
に
対
す
る
懸
念
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。
①
勉
強
の
遅
れ
、
②
体
力

の
低
下
、
③
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
、

④
遊
び
場
所
が
な
い
こ
と
に
よ
る
体

力
・
ス
ト
レ
ス
の
発
散
不
足
、⑤
学
校

給
食
が
な
い
こ
と
に
よ
る
食
生
活
の

乱
れ
、栄
養
不
足
、⑥
乳
児
の
行
き
場

が
な
い
、⑦
休
校
・
休
園
に
よ
る
不
登

校
児
へ
の
悪
循
環
、と
い
う
回
答
が

み
ら
れ
ま
し
た
。

・	

家
庭
内
に
対
す
る
懸
念
で
は
、①
子

ど
も
と
過
ご
す
時
間
の
増
加
に
よ
る

母
親
の
肉
体
的
・
精
神
的
な
負
担
の

増
加
、夫
婦
仲
の
悪
化
、②
Ｄ
Ｖ
・
虐

待
の
悪
化
、③
障
が
い
児
の
支
援
の

悩
み
、と
い
っ
た
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

・	

高
齢
者
に
対
す
る
懸
念
で
は
、①
運

動
不
足
に
よ
る
身
体
機
能
の
衰
え
、

②
孤
立
に
よ
る
会
話
能
力
の
低
下
、

認
知
症
の
進
行
、③
生
活
管
理
、体
調

管
理（
命
に
関
わ
る
場
合
も
）と
い
う

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

・	

収
入
が
減
る
こ
と
に
よ
る
生
活
面
の

不
安
で
は
、①
休
校
・
休
園
に
よ
る
仕

事
の
制
限
、支
出
の
増
加
、②
減
収
、

失
業
と
い
っ
た
回
答
で
し
た
。

・	

そ
の
他
で
は
、①
団
体
の
活
動
縮
小
・

休
止
に
よ
る
不
便
さ
、②
感
染
予
防
・

感
染
後
へ
の
不
安
と
い
う
回
答
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

■

団
体
の
運
営
面
の
課
題

・	

７
割
超
が「
活
動
再
開
の
時
期
の
判

断
が
難
し
い
」と
回
答
。
続
い
て
半
数

の
団
体
が「
今
年
度
の
活
動
計
画
を

立
て
ら
れ
な
い
」と
回
答
し
て
い
ま

す
。

・	

３
割
強
が「
メ
ン
バ
ー
と
十
分
に
話

し
合
え
な
い
」「
こ
の
時
期
に
で
き
る

活
動
が
見
つ
か
ら
な
い
」と
回
答
。

■

今
後
、
想
定
さ
れ
る
課
題

・	

利
用
者
や
家
族
の
生
活
の
質
の
変
化

に
関
す
る
回
答
が
多
く
み
ら
れ
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、①
高
齢
者
の
体
調

の
悪
化
・
認
知
症
の
進
行
、②
子
ど
も

た
ち
の
心
の
ケ
ア
の
必
要
性
、③
子

ど
も
の
教
育
格
差
・
学
習
の
遅
れ
、④

子
育
て
中
の
親
の
負
担
増
加
、⑤
ス

ト
レ
ス
の
増
加
、⑥
虐
待
、Ｄ
Ｖ
の
増

加
、⑦
孤
立
死
や
孤
立
感
の
増
加
、⑧

情
報
格
差
の
増
大
、⑨
外
国
人
へ
の

情
報
提
供
、⑩
そ
の
他
。

・	

運
営
面
に
関
す
る
課
題
・
不
安
に
関

し
て
は
、①
運
営
資
金
の
不
安
、②
今

年
度
の
活
動
の
予
定
が
立
た
な
い
、

③
再
開
時
期
の
目
途
が
立
た
な
い
、

④
居
場
所
団
体
と
し
て
ど
こ
ま
で
対

応
で
き
る
か
、⑤
こ
れ
を
機
に
活
動

を
終
了
す
る
か
ど
う
か
、と
い
う
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

・	

活
動
・
事
業
再
開
時
の
不
安
に
関
し

て
は
、①
再
開
時
の
利
用
者
の
継
続

参
加
の
不
安
、②
再
開
時
の
対
応
の

不
安
が
あ
る
と
い
う
も
の
。

・	

ス
タ
ッ
フ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ケ
ア

や
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
、ス
タ
ッ

フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
減
少
へ
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

● 団体の運営面の課題 （複数回答可）

この設問の有効回答数: 138
単位: 団体数

■ 特 集   新型コロナウイルスとボランティア・市民活動

■

主
な
利
用
対
象
者

回
答
し
た
団
体
が
開
く
居
場
所
の
主

な
利
用
対
象
者
で
は「
誰
で
も
」が
半

数
以
上（
53
・
２
％
）で
し
た
。
続
い
て
、

乳
幼
児
・
親
子（
42
・
２
％
）、
高
齢
者

（
35
・
０
％
）、
小
学
生（
29
・
２
％
）、
障

害
者（
28
・
５
％
）と
な
り
ま
し
た
。　

■

居
場
所
の
活
動
状
況

９
割
超
の
居
場
所
団
体
が「
活
動
を

縮
小
し
た（
中
止
、時
間
制
限
・
利
用
制

限
な
ど
）」と
回
答
。

■

居
場
所
の
活
動
縮
小
の
内
容

・	

最
も
多
い
の
が「
全
面
的
に
活
動
を

中
止
し
た
」と
い
う
回
答
で
し
た
。
具

体
的
に
は
、①
当
面
活
動
中
止
、②
会

場
が
使
え
な
い
た
め
中
止
、③
段
階

的
に
活
動
中
止
と
い
う
回
答
。

・	「
一
部
の
機
能
を
中
止
し
た
」と
い
う

回
答
で
は
、
①
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
、	

②
食
事
提
供
の
中
止
、③
個
別
対
応

は
継
続
、と
い
う
も
の
で
し
た
。

・	「
や
り
方
を
工
夫
し
て
実
施
し
て
い

る
」と
い
う
回
答
で
は
、①
お
弁
当
の

配
布
、
②
電
話
・
メ
ー
ル
等
で
連
絡
、

③
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
ツ
ー
ル
を
使
用
し

て
実
施
、④
登
録
者
の
み
予
約
制
で

実
施
、⑤
時
間
短
縮
、⑥
人
数
制
限
、	

⑦
屋
外
で
実
施
、⑧
感
染
予
防
対
策

の
強
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

■

居
場
所
を
実
施
す
る
際
の
感
染
対
策

・	

居
場
所
を
実
施
す
る
際
の
感
染
対
策

（１）期間：2020 年４月10日～17日
（２）対象：都内および近郊の居場所団体 ※
（３）有効回答数：154 団体
（４）主な質問項目： 

❶新型コロナウイルスに関する居場所の実施状況
❷居場所での感染防止対策
❸自粛対応に伴い生活に影響を受けた利用者に対する新たな取組みの実施
❹居場所の利用者や周辺地域の市民の生活上の困りごとの相談
❺感染対策に伴う運営上・事業上の課題

《調査結果のポイント》  ９割以上の団体が活動を中止・縮小しながらも、３割近くが新たな取組みを行っています。開催時間を短縮して日
数を増加したり、メール、電話、オンラインなどを使用してつながりを保つ工夫をしている団体もありました。アンケート時には、運営に
ついてそれほど不安はないという団体もありましたが、利用者の心身に関しては懸念している団体が多くありました。
  ※社会福祉協議会が直接的に運営するサロンは除く

居場所団体
● 新型コロナウイルス対応に関する緊急アンケートから ［１］

● 主な利用対象者（複数回答可）

この設問の有効回答数: 154
単位: 団体数

● 居場所を実施する際の感染対策 （複数回答可）

● 居場所の活動状況 単位: 団体数

縮小した
(中止、時間制限・利用制限など)
146 (95.4％)

縮小していない
5 (3.3％)

その他
2 (1.3％)

この設問の有効回答数: 42
単位: 団体数
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と
し
て
８
割
超
が「
定
期
的
な
換
気
」。

８
割
弱
が「
消
毒
液
の
設
置
」「
体
調

が
悪
い
方
は
控
え
て
頂
く
」、７
割
が

「
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
・
人
と
の
距
離
を

空
け
る
」「
利
用
者
の
マ
ス
ク
の
着
用
」

と
い
う
対
応
を
実
施
。「
そ
の
他
」の

回
答
で
は
、「
手
洗
い
」と「
検
温
」が

複
数
の
団
体
で
み
ら
れ
ま
し
た
。

ざ
ま
な
手
段
で
連
絡
を
取
り
合
う
取

組
み
が
複
数
見
ら
れ
ま
し
た
。
①
Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
の
居
場
所
開
催
、②
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
つ
な
が
り
づ
く
り
、
③
電
話
・

メ
ー
ル
で
の
安
否
確
認
・
状
況
確
認
、

④
は
が
き
・
手
紙
の
送
付
な
ど
の
回

答
で
し
た
。

・	

情
報
発
信
を
強
化
し
て
い
る
団
体
も

複
数
あ
り
、多
か
っ
た
の
は
①
通
信

を
発
行
、②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
情
報

発
信
と
い
う
も
の
。

・	

必
要
な
も
の
を
配
布
す
る
、と
い
う

回
答
も
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

①
弁
当
や
お
菓
子
の
配
布
、②
マ
ス

ク
の
配
布
、③
物
資
配
布
、④
そ
の
他

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
個
別
配
布
。

・	「
そ
の
他
」で
は
①
開
催
日
数
の
増
加
、

②
訪
問
事
業
と
し
て
対
応
、③
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
の
立
ち
上
げ
、④
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
レ
ン
タ
ル
、⑤（
公
園
で

子
ど
も
を
連
れ
た
親
に
）声
掛
け
す

る
な
ど
の
回
答
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

■

利
用
者
や
周
辺
地
域
の
生
活
上
の

困
り
ご
と
の
相
談

・	

居
場
所
の
運
営
者
が
受
け
た
り
耳
に

し
た
の
は
不
安
・
閉
塞
感
・
ス
ト
レ
ス

の
相
談
で
す
。
具
体
的
に
は
、①
外
出

制
限
に
よ
る
閉
塞
感
、②
感
染
リ
ス

ク
に
伴
う
不
安
、③
人
と
対
面
で
き

な
い
こ
と
に
よ
る
孤
立
の
ス
ト
レ
ス
、

④
話
し
相
手
の
不
在
に
よ
る
ス
ト
レ

ス
と
い
っ
た
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

・	

行
く
場
所
が
な
い
と
い
う
相
談
も
見

ら
れ
ま
し
た
。
①
日
中
過
ご
す
場
所

が
な
い
、②
暇
を
持
て
余
す
、③
一
人

■

生
活
に
影
響
を
受
け
た
利
用
者
へ
の

新
た
な
取
組
み

・	

約
６
割
が
生
活
に
影
響
を
受
け
た
利

用
者
へ
の
新
た
な
取
組
み
を「
行
っ

て
い
な
い
」と
回
答
。
一
方
、新
た
な

取
組
み
を「
行
っ
て
い
る
」と
回
答
し

た
団
体
は
約
３
割
。

■

新
た
な
取
組
み
の
内
容

・	

新
た
な
取
組
み
の
内
容
で
は
、さ
ま

で
抱
え
続
け
る
辛
さ
、と
い
っ
た
回

答
で
す
。

・	

子
ど
も
に
対
す
る
懸
念
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。
①
勉
強
の
遅
れ
、
②
体
力

の
低
下
、
③
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
、

④
遊
び
場
所
が
な
い
こ
と
に
よ
る
体

力
・
ス
ト
レ
ス
の
発
散
不
足
、⑤
学
校

給
食
が
な
い
こ
と
に
よ
る
食
生
活
の

乱
れ
、栄
養
不
足
、⑥
乳
児
の
行
き
場

が
な
い
、⑦
休
校
・
休
園
に
よ
る
不
登

校
児
へ
の
悪
循
環
、と
い
う
回
答
が

み
ら
れ
ま
し
た
。

・	

家
庭
内
に
対
す
る
懸
念
で
は
、①
子

ど
も
と
過
ご
す
時
間
の
増
加
に
よ
る

母
親
の
肉
体
的
・
精
神
的
な
負
担
の

増
加
、夫
婦
仲
の
悪
化
、②
Ｄ
Ｖ
・
虐

待
の
悪
化
、③
障
が
い
児
の
支
援
の

悩
み
、と
い
っ
た
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

・	

高
齢
者
に
対
す
る
懸
念
で
は
、①
運

動
不
足
に
よ
る
身
体
機
能
の
衰
え
、

②
孤
立
に
よ
る
会
話
能
力
の
低
下
、

認
知
症
の
進
行
、③
生
活
管
理
、体
調

管
理（
命
に
関
わ
る
場
合
も
）と
い
う

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

・	

収
入
が
減
る
こ
と
に
よ
る
生
活
面
の

不
安
で
は
、①
休
校
・
休
園
に
よ
る
仕

事
の
制
限
、支
出
の
増
加
、②
減
収
、

失
業
と
い
っ
た
回
答
で
し
た
。

・	

そ
の
他
で
は
、①
団
体
の
活
動
縮
小
・

休
止
に
よ
る
不
便
さ
、②
感
染
予
防
・

感
染
後
へ
の
不
安
と
い
う
回
答
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

■

団
体
の
運
営
面
の
課
題

・	

７
割
超
が「
活
動
再
開
の
時
期
の
判

断
が
難
し
い
」と
回
答
。
続
い
て
半
数

の
団
体
が「
今
年
度
の
活
動
計
画
を

立
て
ら
れ
な
い
」と
回
答
し
て
い
ま

す
。

・	

３
割
強
が「
メ
ン
バ
ー
と
十
分
に
話

し
合
え
な
い
」「
こ
の
時
期
に
で
き
る

活
動
が
見
つ
か
ら
な
い
」と
回
答
。

■

今
後
、
想
定
さ
れ
る
課
題

・	

利
用
者
や
家
族
の
生
活
の
質
の
変
化

に
関
す
る
回
答
が
多
く
み
ら
れ
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、①
高
齢
者
の
体
調

の
悪
化
・
認
知
症
の
進
行
、②
子
ど
も

た
ち
の
心
の
ケ
ア
の
必
要
性
、③
子

ど
も
の
教
育
格
差
・
学
習
の
遅
れ
、④

子
育
て
中
の
親
の
負
担
増
加
、⑤
ス

ト
レ
ス
の
増
加
、⑥
虐
待
、Ｄ
Ｖ
の
増

加
、⑦
孤
立
死
や
孤
立
感
の
増
加
、⑧

情
報
格
差
の
増
大
、⑨
外
国
人
へ
の

情
報
提
供
、⑩
そ
の
他
。

・	

運
営
面
に
関
す
る
課
題
・
不
安
に
関

し
て
は
、①
運
営
資
金
の
不
安
、②
今

年
度
の
活
動
の
予
定
が
立
た
な
い
、

③
再
開
時
期
の
目
途
が
立
た
な
い
、

④
居
場
所
団
体
と
し
て
ど
こ
ま
で
対

応
で
き
る
か
、⑤
こ
れ
を
機
に
活
動

を
終
了
す
る
か
ど
う
か
、と
い
う
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

・	

活
動
・
事
業
再
開
時
の
不
安
に
関
し

て
は
、①
再
開
時
の
利
用
者
の
継
続

参
加
の
不
安
、②
再
開
時
の
対
応
の

不
安
が
あ
る
と
い
う
も
の
。

・	

ス
タ
ッ
フ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ケ
ア

や
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
、ス
タ
ッ

フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
減
少
へ
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

● 団体の運営面の課題 （複数回答可）

この設問の有効回答数: 138
単位: 団体数

■ 特 集   新型コロナウイルスとボランティア・市民活動

■

主
な
利
用
対
象
者

回
答
し
た
団
体
が
開
く
居
場
所
の
主

な
利
用
対
象
者
で
は「
誰
で
も
」が
半

数
以
上（
53
・
２
％
）で
し
た
。
続
い
て
、

乳
幼
児
・
親
子（
42
・
２
％
）、
高
齢
者

（
35
・
０
％
）、
小
学
生（
29
・
２
％
）、
障

害
者（
28
・
５
％
）と
な
り
ま
し
た
。　

■

居
場
所
の
活
動
状
況

９
割
超
の
居
場
所
団
体
が「
活
動
を

縮
小
し
た（
中
止
、時
間
制
限
・
利
用
制

限
な
ど
）」と
回
答
。

■

居
場
所
の
活
動
縮
小
の
内
容

・	

最
も
多
い
の
が「
全
面
的
に
活
動
を

中
止
し
た
」と
い
う
回
答
で
し
た
。
具

体
的
に
は
、①
当
面
活
動
中
止
、②
会

場
が
使
え
な
い
た
め
中
止
、③
段
階

的
に
活
動
中
止
と
い
う
回
答
。

・	「
一
部
の
機
能
を
中
止
し
た
」と
い
う

回
答
で
は
、
①
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
、	

②
食
事
提
供
の
中
止
、③
個
別
対
応

は
継
続
、と
い
う
も
の
で
し
た
。

・	「
や
り
方
を
工
夫
し
て
実
施
し
て
い

る
」と
い
う
回
答
で
は
、①
お
弁
当
の

配
布
、
②
電
話
・
メ
ー
ル
等
で
連
絡
、

③
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
ツ
ー
ル
を
使
用
し

て
実
施
、④
登
録
者
の
み
予
約
制
で

実
施
、⑤
時
間
短
縮
、⑥
人
数
制
限
、	

⑦
屋
外
で
実
施
、⑧
感
染
予
防
対
策

の
強
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

■

居
場
所
を
実
施
す
る
際
の
感
染
対
策

・	

居
場
所
を
実
施
す
る
際
の
感
染
対
策

（１）期間：2020 年４月10日～17日
（２）対象：都内および近郊の居場所団体 ※
（３）有効回答数：154 団体
（４）主な質問項目： 

❶新型コロナウイルスに関する居場所の実施状況
❷居場所での感染防止対策
❸自粛対応に伴い生活に影響を受けた利用者に対する新たな取組みの実施
❹居場所の利用者や周辺地域の市民の生活上の困りごとの相談
❺感染対策に伴う運営上・事業上の課題

《調査結果のポイント》  ９割以上の団体が活動を中止・縮小しながらも、３割近くが新たな取組みを行っています。開催時間を短縮して日
数を増加したり、メール、電話、オンラインなどを使用してつながりを保つ工夫をしている団体もありました。アンケート時には、運営に
ついてそれほど不安はないという団体もありましたが、利用者の心身に関しては懸念している団体が多くありました。
  ※社会福祉協議会が直接的に運営するサロンは除く

居場所団体
● 新型コロナウイルス対応に関する緊急アンケートから ［１］

● 主な利用対象者（複数回答可）

この設問の有効回答数: 154
単位: 団体数

● 居場所を実施する際の感染対策 （複数回答可）

● 居場所の活動状況 単位: 団体数

縮小した
(中止、時間制限・利用制限など)
146 (95.4％)

縮小していない
5 (3.3％)

その他
2 (1.3％)

この設問の有効回答数: 42
単位: 団体数
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■

主
な
利
用
対
象
者

７
割
強
の
相
談
機
関
が
利
用
対
象
者

を「
誰
で
も
」と
し
て
い
ま
す
。
続
い
て

約
３
割
が
高
齢
者
、障
害
者
と
回
答
。

■

相
談
支
援
活
動
の
方
法

９
割
の
団
体
が
電
話
相
談
、７
割
弱

が
対
面
式
面
談
、４
割
が
メ
ー
ル
、
訪

問
・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
は
約
３
割
で
し
た
。

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」の
使
用
に
つ
い
て
は
回
答

０
で
し
た
。

■

相
談
支
援
活
動
の
現
状

１
団
体
を
除
き
、全
て
の
団
体
が「
活

動
を
縮
小
し
て
い
る
」と
回
答
し
て
い

ま
す
。

■

具
体
的
な
相
談
機
能
の
縮
小
内
容

縮
小
の
内
容
は
相
談
機
能
を
全
て
中

止
と
し
て
い
る
団
体
の
ほ
か
、時
間
短

縮
や
新
規
受
入
れ
中
止
、集
団
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
縮
小
な
ど
一
部
機
能
を
縮
小
し

て
電
話
相
談
の
み
残
し
て
い
る
と
の
回

答
で
し
た
。

■

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る 

生
活
上
の
困
り
ご
と
相
談

生
活
上
の
困
り
ご
と
で
は
、市
民
や

利
用
者
の「
不
安
・
閉
塞
感
・
孤
立
」に

関
す
る
も
の
、
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
制
限
や
利
用
不
可
に
伴
う
相
談
、経

済
的
な
相
談
、
病
院
に
行
け
な
い
と

い
っ
た
も
の
の
ほ
か
、病
院
を
退
院
さ

せ
ら
れ
た
、消
毒
に
よ
る
皮
膚
症
状
の

悪
化
な
ど
多
様
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

■

生
活
に
影
響
を
受
け
た
方
々
へ
の 

新
た
な
取
組
み

新
た
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
団
体

は
１
団
体
の
み
で
、２
団
体
よ
り「
検

討
中
」「
準
備
中
」と
い
う
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
具
体
的
な
取
組
み
の
内
容
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、食
事
提

供
、電
話
相
談
の
強
化
で
し
た
。

■

現
在
の
団
体
の
運
営
面
及
び 

事
業
面
で
の
課
題

利
用
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、	

①
相
談
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
辛

い
、②
外
部
の
資
源
が
活
用
で
き
な
い
、

③
利
用
者
の
危
機
感
が
低
い
と
い
う
回

答
。
団
体
の
運
営
管
理
や
事
業
に
つ
い

て
は
、①
会
議
が
で
き
ず
法
人
運
営
に

支
障
、
②
イ
ベ
ン
ト
・
講
習
会
が
で
き

な
い
、
③
先
の
見
通
し
が
立
た
な
い
、

④
ス
タ
ッ
フ
へ
の
ケ
ア
が
で
き
な
い
等

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

■

今
後
想
定
さ
れ
る
課
題
（
利
用
者
の
状

況
や
団
体
の
運
営
面
な
ど
）

・	「
市
民
・
相
談
者
の
生
活
状
況
の
悪
化
」

に
関
す
る
回
答
が
多
く
、①
孤
立
感

の
増
大
、
②
健
康
・
精
神
面
の
悪
化
、

③
困
窮
者
の
増
加
、④
Ｄ
Ｖ
の
発
生
、

⑤
買
い
物
困
難
な
人
へ
の
支
援
の
必

要
性
の
増
加
が
課
題
と
し
て
挙
が
り

ま
し
た
。

・	

団
体
の
運
営
管
理
の
課
題
に
つ
い
て

は
、①
ス
タ
ッ
フ
へ
の
ケ
ア
が
よ
り

難
し
く
な
る
、②
経
営
状
況
の
悪
化
、

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
低
下
と
い
う
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

・	

相
談
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

①
通
常
活
動
が
で
き
ず
活
動
内
容
の

見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
、②
相
談
支

援
が
よ
り
複
雑
化
・
困
難
に
な
る
、と

い
う
回
答
で
し
た
。

（１）期間：2020 年４月15日～４月22日
（２）対象：東京都内に所在し相談活動を行っている民間相談機関・団体で

構成される民間相談機関連絡協議会の会員団体  51 団体
（３）有効回答数：16 団体（回答率 31.3％）
（４）主な質問項目：

❶新型コロナウイルスに関する民間相談機関の活動の実施状況
❷新型コロナウイルスに関する困りごと相談の内容
❸生活に影響を受けた方々への新たな取組み
❹団体の運営及び事業の課題
❺今後想定される利用者や団体運営の課題

《調査結果のポイント》  「社会的な互助や共助機能の低下」への懸念を挙げる
団体がありました。世の中全体が「自分の身を守る」ことで手一杯になってし
まうと、互助や共助が機能しにくくなるのではないか、というものです。これ
は社会全体の非常に重要な課題として受け止める必要があると考えられます。

民間相談機関連絡協議会 
会員団体

● 新型コロナウイルス対応に関する緊急アンケートから ［３］

● 主な利用対象者（複数回答可）
この設問の有効回答数: 16

単位: 団体数

● 相談支援活動の方法
（複数回答可）

この設問の有効回答数: 16
単位: 団体数

■ 特 集   新型コロナウイルスとボランティア・市民活動

（１）期間：2020 年４月15日～21日
（２）対象：都内および近郊の介護者支援活動団体（サロン、カフェ等） 

80 団体
（３）有効回答数：24 団体（回答率 30％）
（４）主な質問項目：

❶新型コロナウイルスに関する介護者支援の活動の実施状況
❷介護者が集う場での感染防止対策
❸自粛対応に伴い生活に影響を受けた介護者に対する新たな取組み
の実施

❹介護者自身や介護者を取り巻く周辺地域の市民の生活上の困りご
との相談

❺感染対策に伴う運営上・事業上の課題

《調査結果のポイント》  電話相談の継続やメール、オンラインカフェ等で
の双方向コミュニケーションの試行など、各団体が柔軟に対応しているこ
とがうかがえます。特有の課題としては、自治体バスの運休等に伴う移動
支援の必要性や、要支援者が新型コロナウイルスを理解できないことへ
の負担といったものがあります。

介護者支援団体
● 新型コロナウイルス対応に関する緊急アンケートから ［２］

■

介
護
者
支
援
の
活
動
状
況

全
団
体
が「
活
動
を
縮
小
し
た（
中

止
、時
間
制
限
・
利
用
制
限
な
ど
）」と

回
答
。

■

介
護
者
支
援
の
活
動
縮
小
の
内
容

・	

介
護
者
サ
ロ
ン
や
介
護
者
の
会
、認

知
症
カ
フ
ェ
を
中
止
し
て
い
る
団
体

が
多
く
、期
間
は「
緊
急
事
態
宣
言
の

解
除
ま
で
」「
５
月
末
ま
で
」「
無
期
限
」

等
、理
由
と
し
て「
団
体
で
判
断
」「
会

場
で
あ
る
公
共
施
設
が
閉
館
中
」「
自

治
体
の
要
請
」等
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

・	

電
話
相
談
を
継
続
し
て
い
る
の
は
２

団
体
で
し
た
。

■

介
護
者
が
集
う
活
動
を 

実
施
す
る
際
の
感
染
対
策

介
護
者
が
集
う
活
動
を
調
査
期
間
時

に
継
続
し
て
い
た
２
団
体
と
、２
月
ま

で
行
っ
て
い
た
１
団
体
の
回
答
よ
り
、

①
消
毒
液
の
設
置
、②
会
場
内
の
消
毒
、

③
マ
ス
ク
の
着
用
、④
定
期
的
な
換
気
、

⑤
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
・
人
と
の
距
離
を

空
け
る
、
⑥
人
数
制
限（
参
加
者
・
ス

タ
ッ
フ
含
む
）、⑦
活
動
時
間
の
短
縮
、

⑧
体
調
が
悪
い
方
は
控
え
て
頂
く
。

■

生
活
に
影
響
を
受
け
た
介
護
者
へ
の 

新
た
な
取
組
み

・	

４
割（
10
団
体
）の
団
体
が
新
た
な
取

組
み
を
行
っ
て
い
る
と
回
答
し
て
い

ま
す
。

■

新
た
な
取
組
み
の
内
容

・	

双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

試
行
が
多
数
み
ら
れ
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、電
話
・
メ
ー
ル
に
よ
る
利
用

者
や
会
員
へ
の
安
否
・
状
況
確
認
や

相
談
活
動
、オ
ン
ラ
イ
ン
カ
フ
ェ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
、は
が
き
や
手
紙
で

ク
イ
ズ
を
出
す
等
の
工
夫
が
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。

・	

新
た
に
通
信
を
作
成
し
た
り
、食
事

を
配
布
す
る
取
組
み
も
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

■

介
護
者
や
周
辺
地
域
の
生
活
上
の 

困
り
ご
と
の
相
談

・	

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
休
止
や
閉

鎖
、利
用
頻
度
の
減
少
に
よ
る
介
護

者
の
介
護
負
担
の
増
加
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
先
が
み
え
な
い
こ
と

や
衛
生
管
理
の
不
安
な
ど「
心
理
面

の
負
担
の
増
加
」へ
の
懸
念
も
あ
り

ま
し
た
。

・	

外
出
や
人
と
話
す
機
会
の
減
少
に
よ

り
、「
閉
塞
感
・
孤
立
感
・
孤
独
感
の
増

大
」も
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・	

介
護
に
関
し
て
、自
治
体
バ
ス
の
運

休
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
減
少
に
よ
り

通
院
や
買
物
の
際
の「
移
動
支
援
の

必
要
性
」、感
染
リ
ス
ク
ゆ
え
病
院
に

行
き
づ
ら
い
と
い
う
不
安
も
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

・	

要
介
護
者
が
家
に
い
る
こ
と
で
家
族

が
仕
事
を
休
ま
ざ
る
を
得
な
い
、施

設
に
入
所
し
て
い
る
家
族
に
面
会
で

き
な
い
な
ど
、「
要
介
護
者
と
介
護
家

族
い
ず
れ
に
も
生
活
上
の
影
響
や
不

安
が
生
じ
て
い
る
」と
い
う
回
答
も

あ
り
ま
し
た
。

・	

将
来
的
な
不
安
と
し
て
、「
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
休
止
と
な
っ
た
場
合
」や「
家

族
の
収
入
減
に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

料
負
担
の
不
安
と
そ
れ
に
よ
る
生
活

の
変
化
」を
懸
念
す
る
様
子
も
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

・	

介
護
を
す
る
上
で「
要
介
護
者
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
理
解
で
き
な

い
」と
い
う
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

■

現
在
の
団
体
の
運
営
面
の
課
題

「
活
動
再
開
の
時
期
の
判
断
が
難
し

い
」が
８
割
を
超
え
、約
５
割
が「
こ
の

時
期
に
で
き
る
活
動
が
見
つ
か
ら
な

い
」、「
今
年
度
の
活
動
計
画
を
立
て
ら

れ
な
い
」と
回
答
。

■

今
後
、
想
定
さ
れ
る
課
題

・	

団
体
に
と
っ
て
の
課
題
は
、「
運
営
費

用
に
影
響
が
及
ぶ
」「
活
動
再
開
の
目

処
が
立
た
な
い
」「
新
規
相
談
者
へ
の

対
応
が
で
き
な
い
」「
安
心
し
て
集
え

る
か
不
安
が
あ
る
」「
別
の
形
で
の
つ

な
が
り
づ
く
り
を
ど
う
す
る
か
」等

が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

・	

介
護
者
に
と
っ
て
の
課
題
と
し
て
、

「
介
護
者
の
孤
立
」「
交
流
の
場
や
ス

ト
レ
ス
発
散
の
場
の
喪
失
」「
虐
待
・

Ｄ
Ｖ
の
増
加
」「
介
護
者
自
身
の
心

身
・
生
活
の
ケ
ア
」等
の
課
題
が
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、介
護
者
が
感
染

し
た
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
休
止
し
た

場
合
の
対
応
の
困
難
さ
・
介
護
力
確

保
の
課
題
も
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

● 現在の団体の
運営面の課題
（複数回答可）

この設問の有効回答数: 24
単位: 団体数
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■

主
な
利
用
対
象
者

７
割
強
の
相
談
機
関
が
利
用
対
象
者

を「
誰
で
も
」と
し
て
い
ま
す
。
続
い
て

約
３
割
が
高
齢
者
、障
害
者
と
回
答
。

■

相
談
支
援
活
動
の
方
法

９
割
の
団
体
が
電
話
相
談
、７
割
弱

が
対
面
式
面
談
、４
割
が
メ
ー
ル
、
訪

問
・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
は
約
３
割
で
し
た
。

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」の
使
用
に
つ
い
て
は
回
答

０
で
し
た
。

■

相
談
支
援
活
動
の
現
状

１
団
体
を
除
き
、全
て
の
団
体
が「
活

動
を
縮
小
し
て
い
る
」と
回
答
し
て
い

ま
す
。

■

具
体
的
な
相
談
機
能
の
縮
小
内
容

縮
小
の
内
容
は
相
談
機
能
を
全
て
中

止
と
し
て
い
る
団
体
の
ほ
か
、時
間
短

縮
や
新
規
受
入
れ
中
止
、集
団
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
縮
小
な
ど
一
部
機
能
を
縮
小
し

て
電
話
相
談
の
み
残
し
て
い
る
と
の
回

答
で
し
た
。

■

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る 

生
活
上
の
困
り
ご
と
相
談

生
活
上
の
困
り
ご
と
で
は
、市
民
や

利
用
者
の「
不
安
・
閉
塞
感
・
孤
立
」に

関
す
る
も
の
、
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
制
限
や
利
用
不
可
に
伴
う
相
談
、経

済
的
な
相
談
、
病
院
に
行
け
な
い
と

い
っ
た
も
の
の
ほ
か
、病
院
を
退
院
さ

せ
ら
れ
た
、消
毒
に
よ
る
皮
膚
症
状
の

悪
化
な
ど
多
様
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

■

生
活
に
影
響
を
受
け
た
方
々
へ
の 

新
た
な
取
組
み

新
た
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
団
体

は
１
団
体
の
み
で
、２
団
体
よ
り「
検

討
中
」「
準
備
中
」と
い
う
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
具
体
的
な
取
組
み
の
内
容
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、食
事
提

供
、電
話
相
談
の
強
化
で
し
た
。

■

現
在
の
団
体
の
運
営
面
及
び 

事
業
面
で
の
課
題

利
用
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、	

①
相
談
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
辛

い
、②
外
部
の
資
源
が
活
用
で
き
な
い
、

③
利
用
者
の
危
機
感
が
低
い
と
い
う
回

答
。
団
体
の
運
営
管
理
や
事
業
に
つ
い

て
は
、①
会
議
が
で
き
ず
法
人
運
営
に

支
障
、
②
イ
ベ
ン
ト
・
講
習
会
が
で
き

な
い
、
③
先
の
見
通
し
が
立
た
な
い
、

④
ス
タ
ッ
フ
へ
の
ケ
ア
が
で
き
な
い
等

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

■

今
後
想
定
さ
れ
る
課
題
（
利
用
者
の
状

況
や
団
体
の
運
営
面
な
ど
）

・	「
市
民
・
相
談
者
の
生
活
状
況
の
悪
化
」

に
関
す
る
回
答
が
多
く
、①
孤
立
感

の
増
大
、
②
健
康
・
精
神
面
の
悪
化
、

③
困
窮
者
の
増
加
、④
Ｄ
Ｖ
の
発
生
、

⑤
買
い
物
困
難
な
人
へ
の
支
援
の
必

要
性
の
増
加
が
課
題
と
し
て
挙
が
り

ま
し
た
。

・	

団
体
の
運
営
管
理
の
課
題
に
つ
い
て

は
、①
ス
タ
ッ
フ
へ
の
ケ
ア
が
よ
り

難
し
く
な
る
、②
経
営
状
況
の
悪
化
、

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
低
下
と
い
う
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

・	

相
談
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

①
通
常
活
動
が
で
き
ず
活
動
内
容
の

見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
、②
相
談
支

援
が
よ
り
複
雑
化
・
困
難
に
な
る
、と

い
う
回
答
で
し
た
。

（１）期間：2020 年４月15日～４月22日
（２）対象：東京都内に所在し相談活動を行っている民間相談機関・団体で

構成される民間相談機関連絡協議会の会員団体  51 団体
（３）有効回答数：16 団体（回答率 31.3％）
（４）主な質問項目：

❶新型コロナウイルスに関する民間相談機関の活動の実施状況
❷新型コロナウイルスに関する困りごと相談の内容
❸生活に影響を受けた方々への新たな取組み
❹団体の運営及び事業の課題
❺今後想定される利用者や団体運営の課題

《調査結果のポイント》  「社会的な互助や共助機能の低下」への懸念を挙げる
団体がありました。世の中全体が「自分の身を守る」ことで手一杯になってし
まうと、互助や共助が機能しにくくなるのではないか、というものです。これ
は社会全体の非常に重要な課題として受け止める必要があると考えられます。

民間相談機関連絡協議会 
会員団体

● 新型コロナウイルス対応に関する緊急アンケートから ［３］

● 主な利用対象者（複数回答可）
この設問の有効回答数: 16

単位: 団体数

● 相談支援活動の方法
（複数回答可）

この設問の有効回答数: 16
単位: 団体数

■ 特 集   新型コロナウイルスとボランティア・市民活動

（１）期間：2020 年４月15日～21日
（２）対象：都内および近郊の介護者支援活動団体（サロン、カフェ等） 

80 団体
（３）有効回答数：24 団体（回答率 30％）
（４）主な質問項目：

❶新型コロナウイルスに関する介護者支援の活動の実施状況
❷介護者が集う場での感染防止対策
❸自粛対応に伴い生活に影響を受けた介護者に対する新たな取組み
の実施
❹介護者自身や介護者を取り巻く周辺地域の市民の生活上の困りご
との相談
❺感染対策に伴う運営上・事業上の課題

《調査結果のポイント》  電話相談の継続やメール、オンラインカフェ等で
の双方向コミュニケーションの試行など、各団体が柔軟に対応しているこ
とがうかがえます。特有の課題としては、自治体バスの運休等に伴う移動
支援の必要性や、要支援者が新型コロナウイルスを理解できないことへ
の負担といったものがあります。

介護者支援団体
● 新型コロナウイルス対応に関する緊急アンケートから ［２］

■

介
護
者
支
援
の
活
動
状
況

全
団
体
が「
活
動
を
縮
小
し
た（
中

止
、時
間
制
限
・
利
用
制
限
な
ど
）」と

回
答
。

■

介
護
者
支
援
の
活
動
縮
小
の
内
容

・	

介
護
者
サ
ロ
ン
や
介
護
者
の
会
、認

知
症
カ
フ
ェ
を
中
止
し
て
い
る
団
体

が
多
く
、期
間
は「
緊
急
事
態
宣
言
の

解
除
ま
で
」「
５
月
末
ま
で
」「
無
期
限
」

等
、理
由
と
し
て「
団
体
で
判
断
」「
会

場
で
あ
る
公
共
施
設
が
閉
館
中
」「
自

治
体
の
要
請
」等
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

・	

電
話
相
談
を
継
続
し
て
い
る
の
は
２

団
体
で
し
た
。

■

介
護
者
が
集
う
活
動
を 

実
施
す
る
際
の
感
染
対
策

介
護
者
が
集
う
活
動
を
調
査
期
間
時

に
継
続
し
て
い
た
２
団
体
と
、２
月
ま

で
行
っ
て
い
た
１
団
体
の
回
答
よ
り
、

①
消
毒
液
の
設
置
、②
会
場
内
の
消
毒
、

③
マ
ス
ク
の
着
用
、④
定
期
的
な
換
気
、

⑤
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
・
人
と
の
距
離
を

空
け
る
、
⑥
人
数
制
限（
参
加
者
・
ス

タ
ッ
フ
含
む
）、⑦
活
動
時
間
の
短
縮
、

⑧
体
調
が
悪
い
方
は
控
え
て
頂
く
。

■

生
活
に
影
響
を
受
け
た
介
護
者
へ
の 

新
た
な
取
組
み

・	

４
割（
10
団
体
）の
団
体
が
新
た
な
取

組
み
を
行
っ
て
い
る
と
回
答
し
て
い

ま
す
。

■

新
た
な
取
組
み
の
内
容

・	

双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

試
行
が
多
数
み
ら
れ
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、電
話
・
メ
ー
ル
に
よ
る
利
用

者
や
会
員
へ
の
安
否
・
状
況
確
認
や

相
談
活
動
、オ
ン
ラ
イ
ン
カ
フ
ェ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
、は
が
き
や
手
紙
で

ク
イ
ズ
を
出
す
等
の
工
夫
が
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。

・	

新
た
に
通
信
を
作
成
し
た
り
、食
事

を
配
布
す
る
取
組
み
も
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

■

介
護
者
や
周
辺
地
域
の
生
活
上
の 

困
り
ご
と
の
相
談

・	

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
休
止
や
閉

鎖
、利
用
頻
度
の
減
少
に
よ
る
介
護

者
の
介
護
負
担
の
増
加
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
先
が
み
え
な
い
こ
と

や
衛
生
管
理
の
不
安
な
ど「
心
理
面

の
負
担
の
増
加
」へ
の
懸
念
も
あ
り

ま
し
た
。

・	

外
出
や
人
と
話
す
機
会
の
減
少
に
よ

り
、「
閉
塞
感
・
孤
立
感
・
孤
独
感
の
増

大
」も
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・	

介
護
に
関
し
て
、自
治
体
バ
ス
の
運

休
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
減
少
に
よ
り

通
院
や
買
物
の
際
の「
移
動
支
援
の

必
要
性
」、感
染
リ
ス
ク
ゆ
え
病
院
に

行
き
づ
ら
い
と
い
う
不
安
も
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

・	

要
介
護
者
が
家
に
い
る
こ
と
で
家
族

が
仕
事
を
休
ま
ざ
る
を
得
な
い
、施

設
に
入
所
し
て
い
る
家
族
に
面
会
で

き
な
い
な
ど
、「
要
介
護
者
と
介
護
家

族
い
ず
れ
に
も
生
活
上
の
影
響
や
不

安
が
生
じ
て
い
る
」と
い
う
回
答
も

あ
り
ま
し
た
。

・	

将
来
的
な
不
安
と
し
て
、「
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
休
止
と
な
っ
た
場
合
」や「
家

族
の
収
入
減
に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

料
負
担
の
不
安
と
そ
れ
に
よ
る
生
活

の
変
化
」を
懸
念
す
る
様
子
も
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

・	

介
護
を
す
る
上
で「
要
介
護
者
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
理
解
で
き
な

い
」と
い
う
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

■

現
在
の
団
体
の
運
営
面
の
課
題

「
活
動
再
開
の
時
期
の
判
断
が
難
し

い
」が
８
割
を
超
え
、約
５
割
が「
こ
の

時
期
に
で
き
る
活
動
が
見
つ
か
ら
な

い
」、「
今
年
度
の
活
動
計
画
を
立
て
ら

れ
な
い
」と
回
答
。

■

今
後
、
想
定
さ
れ
る
課
題

・	

団
体
に
と
っ
て
の
課
題
は
、「
運
営
費

用
に
影
響
が
及
ぶ
」「
活
動
再
開
の
目

処
が
立
た
な
い
」「
新
規
相
談
者
へ
の

対
応
が
で
き
な
い
」「
安
心
し
て
集
え

る
か
不
安
が
あ
る
」「
別
の
形
で
の
つ

な
が
り
づ
く
り
を
ど
う
す
る
か
」等

が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

・	

介
護
者
に
と
っ
て
の
課
題
と
し
て
、

「
介
護
者
の
孤
立
」「
交
流
の
場
や
ス

ト
レ
ス
発
散
の
場
の
喪
失
」「
虐
待
・

Ｄ
Ｖ
の
増
加
」「
介
護
者
自
身
の
心

身
・
生
活
の
ケ
ア
」等
の
課
題
が
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、介
護
者
が
感
染

し
た
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
休
止
し
た

場
合
の
対
応
の
困
難
さ
・
介
護
力
確

保
の
課
題
も
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

● 現在の団体の
運営面の課題
（複数回答可）

この設問の有効回答数: 24
単位: 団体数
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〝
新
型
コ
ロ
ナ
〞の
中
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動  

参
考
事
例
集

い
ま
、で
き
る
活
動
っ
て
？

事例集
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防

止
を
し
な
が
ら
で
も
、さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
・
ア
イ
デ
ア
を
凝
ら
し
て
活
動

を
続
け
て
い
る
団
体
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
を
も
と
に
、都
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

し
て
、
参
考
に
な
る
事
例
を
集
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。 https://w

w
w

.tvac.or.jp/
corona/jireisyu/

そ
の
一
部
を
本
誌
に
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

■

休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業
者

と
外
出
し
づ
ら
い
人
を
結
ぶ

地
域
密
着
型
配
達
サ
ー
ビ
ス

 

チ
リ
ン
チ
リ
ン
三
鷹

生
鮮
食
品
、炭
水
化
物
、お
惣
菜
、

お
や
つ
…
チ
リ
ン
チ
リ
ン
三
鷹
の
注

文
サ
イ
ト
に
は
、豊
富
な
種
類
の
食

材
が
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
な
ら
買

い
物
に
行
か
ず
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
豊
か
な
食
生
活
が
で
き
て
、出
先

で
買
う
の
と
値
段
も
変
わ
ら
ず
、し

か
も
配
達
料
は
た
っ
た
の
５
０
０

円
！チ

リ
ン
チ
リ
ン
三
鷹
は
、濱
絵
里

子
さ
ん（
一
般
社
団
て
と
て
代
表
）と

刈
谷
恵
さ
ん（
三
鷹
市
に
て
叔
父
の

喫
茶
店
手
伝
い
）な
ど
を
中
心
と
し

た
メ
ン
バ
ー
の
発
案
で
ス
タ
ー
ト
。

も
と
も
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
考
え

て
地
域
通
貨
構
想
を
実
現
す
る
直
前

だ
っ
た
二
人
は
、地
域
の
事
業
者
の

窮
状
を
目
の
当
た
り
に
し
て
地
元
支

援
へ
と
舵
を
切
り
ま
し
た
。
知
り
う

る
限
り
の
人
に
声
を
か
け
10
事
業
者

の
参
加
で
始
ま
り
、サ
ー
ビ
ス
開
始

後
は
事
業
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が

増
え
、現
在
16
事
業
者
が
参
加
し
て

い
る
そ
う
で
す
。　

ネ
ッ
ト
注
文
が
難
し
い
高
齢
者

へ
の
配
慮
と
し
て
、電
話
注
文
も
受

け
付
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
お
か

今
回
の
調
査
で
は
、居
場
所
の

活
動
１
５
４
団
体
、介
護
者
支
援

の
活
動
24
団
体
、民
間
相
談
機
関

連
絡
協
議
会
会
員
団
体
16
団
体
、

民
間
助
成
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
対
象
融

資
金
融
機
関
46
団
体
に
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
調
査
時
の
４
月

中
旬
は
感
染
拡
大
期
に
あ
た
り
ま

す
が
、ほ
ぼ
全
て
の
団
体
が
通
常

の
活
動
を
縮
小
・
延
期
・
中
止
を
し

て
い
ま
し
た
。
外
出
自
粛
や「
３

密
」を
避
け
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
、

ま
た
公
共
施
設
な
ど
活
動
拠
点
の

多
く
が
閉
鎖
さ
れ
る
中
、活
動
の

必
要
性
と
感
染
リ
ス
ク
の
狭
間
で

葛
藤
し
な
が
ら
各
団
体
が
決
断

し
た
結
果
で
し
た
。
一
部
の
活
動

テ
ー
マ
に
限
ら
ず
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
自
体
が
一
様
に
厳

し
い
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い
た
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、そ
う
し
た
状
況
下
で

も
、活
動
は
完
全
に
立
ち
止
ま
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
す

で
に
市
民
生
活
に
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
懸
念
を

強
め
、
知
恵
を
絞
り
、
目
前
の
課

題
に
最
善
を
尽
く
す
取
り
組
み
が

多
数
、報
告
さ
れ
ま
し
た
。
今
、出

来
る
活
動
が
あ
る
こ
と
を
私
た
ち

に
示
し
て
い
る
の
で
す
。

当
た
り
前
の
よ
う
に
享
受
し
て

い
た
日
常
が
急
変
し
、こ
れ
ま
で

は
見
え
づ
ら
か
っ
た
深
刻
な
社
会

課
題
が
露
わ
に
な
っ
た
と
耳
に
し

ま
す
。

そ
し
て
ま
た
、再
び
感
染
の
危

機
が
訪
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
中
、こ
の
数
か
月
の
非
常
事
態

の
中
で
得
た
経
験
を
広
く
共
有

し
、社
会
が
連
帯
し
て
臨
む
こ
と

に
よ
っ
て
、か
つ
て
な
い
危
機
を

乗
り
越
え
ら
れ
る
と
強
く
感
じ
ま

す
。

＊
　
＊
　
＊

以
下
、ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら

れ
た
中
か
ら
、４
事
例
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

活
動
を
止
め
る
こ
と
の
な
い
日
常
へ   

〜 

調
査
の
ま
と
め
に
か
え
て 

～

■ 特 集   新型コロナウイルスとボランティア・市民活動

（１）期間：2020 年４月 14 日～４月 21 日
（２）対象：ボランティア・市民活動に助成を行っている財団等民間助成

団体および融資金融機関 135 団体
（３）有効回答数：46 団体（34％）
（４）主な質問項目：

　　❶助成募集についての変更等の検討状況
　　❷決定・検討している変更内容
　　❸変更を検討するに至った理由
　　❹助成事業を継続する上での課題・工夫
　　❺他の助成団体、助成対象団体の状況について知りたい情報
　　※金融機関については「助成」を「融資」と置き換え、回答を依頼

《調査結果のポイント》  助成対象団体の事情（活動が実施できない、対
象が拡がる可能性がある等）、助成団体側の課題（説明会や報告会が開
催できない等）に対し、迅速で柔軟な対応を心がけていたり、政府の
支援が届かないところに対する新たな助成を検討している、等の団体の
声がありました。

民間助成団体 ・
NPO対象融資金融機関

● 新型コロナウイルス対応に関する緊急アンケートから ［４］

■

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
る
、
助
成
募
集
に
つ
い
て
の

変
更
等
の
検
討
状
況

「
今
の
と
こ
ろ
検
討
し
て
い
な
い
」

が
65
・
２
％
と
最
も
多
く
、
何
ら
か
の

変
更
を
決
定
・
検
討
し
て
い
る
団
体
等

が
３
割
を
超
え
ま
し
た
。

■

決
定
・
実
施
し
て
い
る
変
更
内
容

・	

変
更
内
容
で
多
か
っ
た
の
が「
助
成

募
集
の
延
期
」（
４
件
）。
つ
い
で「
新

た
な
助
成
の
実
施
」、「
助
成
対
象
内

容
の
変
更
」、「
助
成
対
象
期
間
の
変

更
」（
い
ず
れ
も
３
件
）で
し
た
。

・	

具
体
的
な
変
更
内
容
で
は
、助
成
対

象
と
し
て
い
た
活
動
等
の
延
期
・
中

止
と
そ
れ
に
伴
う
縮
小
と
い
う
視
点

と
、新
た
な
助
成
の
実
施
や
対
象
・
金

額
の
拡
大
と
い
う
視
点
の
も
の
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。

・	「
新
た
な
助
成
の
実
施
」で
は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
対
応

す
る
活
動
へ
の
助
成
が
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。
緊
急
助
成
と
し
て
経
済
的
に

困
窮
し
て
い
る
家
庭
に
食
材
を
贈
る

助
成
を
実
施
し
た
り
、今
後
、子
ど
も

や
高
齢
者
世
帯
、支
援
団
体
へ
の
新

た
な
助
成
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う

回
答
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

・	「
助
成
金
額
の
変
更
」で
は
、総
額
を

拡
大
し
件
数
の
増
加
を
検
討
中
の
団

体
が
あ
る
一
方
、寄
付
を
募
っ
て
助

成
す
る
団
体
で
は
助
成
の
規
模
が
縮

小
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
回
答

も
あ
り
ま
し
た
。

■

変
更
を
検
討
す
る
に
至
っ
た
理
由

変
更
・
検
討
に
至
っ
た
理
由
は
、
助

成
対
象
団
体
が
活
動
で
き
な
い
状
況
や

そ
れ
に
関
す
る
相
談
に
よ
る
も
の
が
多

く
、ま
た
、現
在
の
社
会
・
市
民
の
お
か

れ
て
い
る
状
況
へ
の
対
応
の
必
要
性
や

助
成
団
体
へ
の
影
響
に
基
づ
く
も
の
も

あ
り
ま
し
た
。

■

助
成
事
業
を
継
続
す
る
上
で
の 

課
題
・
工
夫

・	

主
な
課
題
と
し
て
は
、①
助
成
対
象

団
体
が
活
動
を
実
施
で
き
な
い
こ

と
に
よ
り
、助
成
金
が
活
用
さ
れ
な

い
こ
と
、②
助
成
団
体
の
実
施
す
る

事
業
が
計
画
通
り
実
施
で
き
な
い
こ

と（
経
済
・
社
会
の
情
勢
に
よ
り
十
分

な
原
資
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
を
含

む
）、③
助
成
の
た
め
の
説
明
会
・
審

査
等
を
開
催
で
き
な
い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

・	

課
題
に
対
す
る
工
夫
と
し
て
は
、	

①
助
成
対
象
団
体
の
活
動
や
予
定
の

変
更
等
に
柔
軟
に
対
応
す
る
、②
現

在
の
状
況
下
で
で
き
る
活
動
等
を
検

討
し
て
い
る
、③
動
画
配
信
や
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
導
入
す
る
な
ど
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

■

助
成
団
体
、
助
成
対
象
団
体
の
状
況
に

つ
い
て
知
り
た
い
情
報

・	

助
成
団
体
に
つ
い
て
は
、①
応
募
数

の
増
減
な
ど
応
募
に
関
す
る
影
響
、

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
関
す
る
新
た
な
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
内
容
、③
通
常
助
成
事
業
で
柔
軟

対
応
し
て
い
る
事
項（
対
象
期
間
の

延
長
、対
象
経
費
の
拡
大
、活
動
内
容

の
変
更
、期
限
の
変
更
な
ど
）に
つ
い

て
知
り
た
い
な
ど
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

・	

助
成
対
象
団
体
に
つ
い
て
は
、①
今

回
の
状
況
に
よ
る
助
成
対
象
団
体

へ
の
運
営
上
の
影
響
、②
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
関
す
る
緊

急
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
団
体
、	

③
今
回
の
状
況
の
中
で
市
民
な
ら
で

は
の
課
題
解
決
に
取
組
む
活
動
、④

今
後
想
定
さ
れ
る
資
金
や
助
成
ニ
ー

ズ
に
つ
い
て
知
り
た
い
な
ど
の
回
答

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

この設問の有効回答数: 11
単位: 団体数

● 現時点で決定・検討されている内容（複数回答可）

● 助成募集についての
変更等の検討状況

単位: 団体数

今のところ
検討していない
30 (65.2％)

検討している
7 (15.2％)

今後検討する予定
5 (10.9％)

変更を決めている・
実施している
4 (8.7％)
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ず
、し

か
も
配
達
料
は
た
っ
た
の
５
０
０

円
！チ

リ
ン
チ
リ
ン
三
鷹
は
、濱
絵
里

子
さ
ん（
一
般
社
団
て
と
て
代
表
）と

刈
谷
恵
さ
ん（
三
鷹
市
に
て
叔
父
の

喫
茶
店
手
伝
い
）な
ど
を
中
心
と
し

た
メ
ン
バ
ー
の
発
案
で
ス
タ
ー
ト
。

も
と
も
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
考
え

て
地
域
通
貨
構
想
を
実
現
す
る
直
前

だ
っ
た
二
人
は
、地
域
の
事
業
者
の

窮
状
を
目
の
当
た
り
に
し
て
地
元
支

援
へ
と
舵
を
切
り
ま
し
た
。
知
り
う

る
限
り
の
人
に
声
を
か
け
10
事
業
者

の
参
加
で
始
ま
り
、サ
ー
ビ
ス
開
始

後
は
事
業
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が

増
え
、現
在
16
事
業
者
が
参
加
し
て

い
る
そ
う
で
す
。　

ネ
ッ
ト
注
文
が
難
し
い
高
齢
者

へ
の
配
慮
と
し
て
、電
話
注
文
も
受

け
付
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
お
か

今
回
の
調
査
で
は
、居
場
所
の

活
動
１
５
４
団
体
、介
護
者
支
援

の
活
動
24
団
体
、民
間
相
談
機
関

連
絡
協
議
会
会
員
団
体
16
団
体
、

民
間
助
成
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
対
象
融

資
金
融
機
関
46
団
体
に
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
調
査
時
の
４
月

中
旬
は
感
染
拡
大
期
に
あ
た
り
ま

す
が
、ほ
ぼ
全
て
の
団
体
が
通
常

の
活
動
を
縮
小
・
延
期
・
中
止
を
し

て
い
ま
し
た
。
外
出
自
粛
や「
３

密
」を
避
け
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
、

ま
た
公
共
施
設
な
ど
活
動
拠
点
の

多
く
が
閉
鎖
さ
れ
る
中
、活
動
の

必
要
性
と
感
染
リ
ス
ク
の
狭
間
で

葛
藤
し
な
が
ら
各
団
体
が
決
断

し
た
結
果
で
し
た
。
一
部
の
活
動

テ
ー
マ
に
限
ら
ず
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
自
体
が
一
様
に
厳

し
い
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い
た
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、そ
う
し
た
状
況
下
で

も
、活
動
は
完
全
に
立
ち
止
ま
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
す

で
に
市
民
生
活
に
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
懸
念
を

強
め
、
知
恵
を
絞
り
、
目
前
の
課

題
に
最
善
を
尽
く
す
取
り
組
み
が

多
数
、報
告
さ
れ
ま
し
た
。
今
、出

来
る
活
動
が
あ
る
こ
と
を
私
た
ち

に
示
し
て
い
る
の
で
す
。

当
た
り
前
の
よ
う
に
享
受
し
て

い
た
日
常
が
急
変
し
、こ
れ
ま
で

は
見
え
づ
ら
か
っ
た
深
刻
な
社
会

課
題
が
露
わ
に
な
っ
た
と
耳
に
し

ま
す
。

そ
し
て
ま
た
、再
び
感
染
の
危

機
が
訪
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
中
、こ
の
数
か
月
の
非
常
事
態

の
中
で
得
た
経
験
を
広
く
共
有

し
、社
会
が
連
帯
し
て
臨
む
こ
と

に
よ
っ
て
、か
つ
て
な
い
危
機
を

乗
り
越
え
ら
れ
る
と
強
く
感
じ
ま

す
。

＊
　
＊
　
＊

以
下
、ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら

れ
た
中
か
ら
、４
事
例
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

活
動
を
止
め
る
こ
と
の
な
い
日
常
へ   

〜 

調
査
の
ま
と
め
に
か
え
て 

～

■ 特 集   新型コロナウイルスとボランティア・市民活動

（１）期間：2020 年４月 14 日～４月 21 日
（２）対象：ボランティア・市民活動に助成を行っている財団等民間助成

団体および融資金融機関 135 団体
（３）有効回答数：46 団体（34％）
（４）主な質問項目：

　　❶助成募集についての変更等の検討状況
　　❷決定・検討している変更内容
　　❸変更を検討するに至った理由
　　❹助成事業を継続する上での課題・工夫
　　❺他の助成団体、助成対象団体の状況について知りたい情報
　　※金融機関については「助成」を「融資」と置き換え、回答を依頼

《調査結果のポイント》  助成対象団体の事情（活動が実施できない、対
象が拡がる可能性がある等）、助成団体側の課題（説明会や報告会が開
催できない等）に対し、迅速で柔軟な対応を心がけていたり、政府の
支援が届かないところに対する新たな助成を検討している、等の団体の
声がありました。

民間助成団体 ・
NPO対象融資金融機関

● 新型コロナウイルス対応に関する緊急アンケートから ［４］

■

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
る
、
助
成
募
集
に
つ
い
て
の

変
更
等
の
検
討
状
況

「
今
の
と
こ
ろ
検
討
し
て
い
な
い
」

が
65
・
２
％
と
最
も
多
く
、
何
ら
か
の

変
更
を
決
定
・
検
討
し
て
い
る
団
体
等

が
３
割
を
超
え
ま
し
た
。

■

決
定
・
実
施
し
て
い
る
変
更
内
容

・	

変
更
内
容
で
多
か
っ
た
の
が「
助
成

募
集
の
延
期
」（
４
件
）。
つ
い
で「
新

た
な
助
成
の
実
施
」、「
助
成
対
象
内

容
の
変
更
」、「
助
成
対
象
期
間
の
変

更
」（
い
ず
れ
も
３
件
）で
し
た
。

・	

具
体
的
な
変
更
内
容
で
は
、助
成
対

象
と
し
て
い
た
活
動
等
の
延
期
・
中

止
と
そ
れ
に
伴
う
縮
小
と
い
う
視
点

と
、新
た
な
助
成
の
実
施
や
対
象
・
金

額
の
拡
大
と
い
う
視
点
の
も
の
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。

・	「
新
た
な
助
成
の
実
施
」で
は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
対
応

す
る
活
動
へ
の
助
成
が
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。
緊
急
助
成
と
し
て
経
済
的
に

困
窮
し
て
い
る
家
庭
に
食
材
を
贈
る

助
成
を
実
施
し
た
り
、今
後
、子
ど
も

や
高
齢
者
世
帯
、支
援
団
体
へ
の
新

た
な
助
成
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う

回
答
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

・	「
助
成
金
額
の
変
更
」で
は
、総
額
を

拡
大
し
件
数
の
増
加
を
検
討
中
の
団

体
が
あ
る
一
方
、寄
付
を
募
っ
て
助

成
す
る
団
体
で
は
助
成
の
規
模
が
縮

小
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
回
答

も
あ
り
ま
し
た
。

■

変
更
を
検
討
す
る
に
至
っ
た
理
由

変
更
・
検
討
に
至
っ
た
理
由
は
、
助

成
対
象
団
体
が
活
動
で
き
な
い
状
況
や

そ
れ
に
関
す
る
相
談
に
よ
る
も
の
が
多

く
、ま
た
、現
在
の
社
会
・
市
民
の
お
か

れ
て
い
る
状
況
へ
の
対
応
の
必
要
性
や

助
成
団
体
へ
の
影
響
に
基
づ
く
も
の
も

あ
り
ま
し
た
。

■

助
成
事
業
を
継
続
す
る
上
で
の 

課
題
・
工
夫

・	

主
な
課
題
と
し
て
は
、①
助
成
対
象

団
体
が
活
動
を
実
施
で
き
な
い
こ

と
に
よ
り
、助
成
金
が
活
用
さ
れ
な

い
こ
と
、②
助
成
団
体
の
実
施
す
る

事
業
が
計
画
通
り
実
施
で
き
な
い
こ

と（
経
済
・
社
会
の
情
勢
に
よ
り
十
分

な
原
資
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
を
含

む
）、③
助
成
の
た
め
の
説
明
会
・
審

査
等
を
開
催
で
き
な
い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

・	

課
題
に
対
す
る
工
夫
と
し
て
は
、	

①
助
成
対
象
団
体
の
活
動
や
予
定
の

変
更
等
に
柔
軟
に
対
応
す
る
、②
現

在
の
状
況
下
で
で
き
る
活
動
等
を
検

討
し
て
い
る
、③
動
画
配
信
や
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
導
入
す
る
な
ど
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

■

助
成
団
体
、
助
成
対
象
団
体
の
状
況
に

つ
い
て
知
り
た
い
情
報

・	

助
成
団
体
に
つ
い
て
は
、①
応
募
数

の
増
減
な
ど
応
募
に
関
す
る
影
響
、

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
関
す
る
新
た
な
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
内
容
、③
通
常
助
成
事
業
で
柔
軟

対
応
し
て
い
る
事
項（
対
象
期
間
の

延
長
、対
象
経
費
の
拡
大
、活
動
内
容

の
変
更
、期
限
の
変
更
な
ど
）に
つ
い

て
知
り
た
い
な
ど
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

・	

助
成
対
象
団
体
に
つ
い
て
は
、①
今

回
の
状
況
に
よ
る
助
成
対
象
団
体

へ
の
運
営
上
の
影
響
、②
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
関
す
る
緊

急
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
団
体
、	

③
今
回
の
状
況
の
中
で
市
民
な
ら
で

は
の
課
題
解
決
に
取
組
む
活
動
、④

今
後
想
定
さ
れ
る
資
金
や
助
成
ニ
ー

ズ
に
つ
い
て
知
り
た
い
な
ど
の
回
答

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

この設問の有効回答数: 11
単位: 団体数

● 現時点で決定・検討されている内容（複数回答可）

● 助成募集についての
変更等の検討状況

単位: 団体数

今のところ
検討していない
30 (65.2％)

検討している
7 (15.2％)

今後検討する予定
5 (10.9％)

変更を決めている・
実施している
4 (8.7％)
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げ
で
注
文
件
数
は
５
月
20
日
現
在
で

２
４
０
件
を
超
え
、配
達
員
を
増
員
し
、

配
達
地
域
も
三
鷹
市
全
域
に
し
た
そ
う

で
す
。
商
品
を
三
鷹
市
の
人
が
購
入
す

る
こ
と
で
、地
域
の〝
美
味
し
い
〞循
環

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

つ
く
る
人
、発
信
す
る
人
、運
ぶ
人
、

食
べ
る
人
…
関
わ
る
人
す
べ
て
が
得
を

す
る「
全
方
一
両
得
」の
シ
ス
テ
ム
が

誕
生
し
た
！
と
思
い
ま
し
た
。

 

　（
５
月
20
日
取
材
）

 

■

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
挑
戦
・

ブ
ロ
グ
で
情
報
発
信

 

キ
ラ
リ
っ
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
フ
ェ

キ
ラ
リ
っ
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
フ
ェ
は
、

度
。
対
面
で
の
お
し
ゃ
べ
り
会
に
参
加

し
た
こ
と
の
あ
る
保
護
者
に
対
象
を

限
っ
て
い
る
も
の
の
、オ
ン
ラ
イ
ン
の

場
自
体
へ
た
め
ら
い
が
あ
る
方
も
い
ま

す
。
ま
た
、新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
余
裕
や
気
力
が
な
い
方
も
い
て
、

そ
う
い
う
方
ほ
ど
ス
ト
レ
ス
や
悩
み
が

重
い
可
能
性
が
あ
り
、支
援
の
手
立
て

が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、こ
の
状
況
下
で
な
く
て
も
オ

ン
ラ
イ
ン
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
、と
い
う

新
た
な
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。
平
日

日
中
は
仕
事
が
あ
る
方
や
、子
ど
も
が

小
さ
く
て
足
を
運
ぶ
こ
と
が
難
し
か
っ

た
方
も
参
加
で
き
る
、少
し
場
を
外
し

て
家
や
子
ど
も
の
こ
と
を
し
な
が
ら
気

軽
に
参
加
で
き
る
、自
宅
に
い
な
が
ら

参
加
で
き
る
こ
と
。
こ
う
し
た
気
づ
き

も
課
題
も『
や
っ
て
み
て
よ
か
っ
た
』

と
思
え
る
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

② 

ブ
ロ
グ
で
の
情
報
提
供

オ
ー
プ
ン
の
お
し
ゃ
べ
り
会
や
イ
ベ

ン
ト
、
講
座
を
中
止
し
て
い
る
た
め
、

不
特
定
多
数
の
保
護
者
に
見
て
も
ら
え

る
ブ
ロ
グ
で
情
報
発
信
を
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は

保
護
者
か
ら
あ
が
っ
た
悩
み
や
知
り

た
い
情
報
な
ど
、生
の
声
か
ら
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、オ
ス
ス
メ
の
本
や
絵
本
、

勉
強
法（
学
習
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
、
動

画
な
ど
）の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
、新
た
な
手
法

や
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
り
入
れ
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
活
動
を
生
み
出
し
、

こ
の
難
局
を
積
極
的
に
乗
り
越
え
よ
う

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

（
５
月
15
日
取
材
）

■

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
制
作
・
配
布

〝
高
齢
者
施
設
〞
と
〝
オ
ン
ラ
イ
ン
〞の
壁

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
プ
ラ
チ
ナ
美
容
塾

シ
ニ
ア
自
身
が
美
容
を「
学
び
」、学

ん
だ
知
識
と
技
術
を
高
齢
者
施
設
や
障

が
い
者
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に「
活
か
し
」、地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
活

動
な
ど
に
参
加
し
美
容
を
通
じ
て
地
域

社
会
と「
つ
な
が
る
」。
プ
ラ
チ
ナ
美
容

塾
は
、こ
の
３
つ
の
サ
イ
ク
ル
を
通
し

て
、プ
ラ
チ
ナ
世
代
が
素
敵
に
輝
く
よ

う
推
進
活
動
を
し
て
い
る
団
体
で
す
。

従
来
の
活
動
を
す
べ
て
自
粛
す
る
こ

と
に
な
っ
た
中
、定
期
訪
問
し
て
い
た

お
よ
そ
15
か
所
の
施
設
に
は
、疲
弊
し

た
職
員
と
外
部
と
の
交
流
が
断
た
れ
て

う
つ
気
味
の
利
用
者
、と
い
う
ひ
っ
迫

し
た
状
況
が
み
ら
れ
ま
し
た
。「
何
も

し
な
い
で
待
つ
だ
け
で
は
辛
い
」と
、

こ
み
上
げ
て
く
る
想
い
を
バ
ネ
に
奔
走

す
る
日
々
。
高
齢
者
施
設
に
お
い
て
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
やY

ouT
ube

な
ど
の
活
用
は
、

ハ
ー
ド
面
で
も
ソ
フ
ト
面
で
も
壁
が
高

く
、短
期
間
で
突
破
す
る
に
は
難
し
い

こ
と
で
し
た
。
リ
モ
ー
ト
の
環
境
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
模
索
し
た
結
果
、

各
施
設
に
あ
る
設
備（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
再
生
機
）

を
使
用
で
き
、繰
り
返
し
鑑
賞
し
て
も

ら
え
、施
設
内
イ
ベ
ン
ト
が
な
く
な
り

集
う
機
会
を
失
っ
て
い
る
利
用
者
に
気

分
転
換
の
場
を
提
供
で
き
る
こ
と
か
ら
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作
へ
踏
み
切
っ
た
そ
う
で

す
。５

月
初
旬
に
童
謡
を
収
録
し
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
40
枚
が
完
成
。
し
か
し
配
布
寸
前

に
、著
作
権
の
問
題
が
浮
上
し
、急
遽
、

再
制
作
す
る
こ
と
に
。
連
携
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
誕
生
し
た
２
作
目
は
、題
し

て『
歌
っ
て
覚
え
よ
う
！
プ
ラ
チ
ナ
ハ

ン
ド
ケ
ア
』。
感
染
予
防
の
手
洗
い
で

荒
れ
て
し
ま
っ
た
手
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
と
指
マ
ッ
サ
ー
ジ
、さ
ら
に
ス
ト
レ

ス
解
消
効
果
の
あ
る
ハ
ン
ド
ケ
ア
の
方

法
を
、
歌
と
映
像
で
伝
え
て
い
ま
す
。

手
の
動
き
の
映
像
に
あ
わ
せ
て
、ハ
ン

ド
ケ
ア
方
法
の
歌
詞
を
オ
ク
ラ
ホ
マ
ミ

キ
サ
ー
の
メ
ロ
デ
ィ
に
乗
せ
て
親
子
に

発
達
に
不
安
が
あ
る
子
ど
も
を
育
て
る

保
護
者
同
士
が
支
え
あ
い
、励
ま
し
あ

え
る
場
と
し
て
、２
０
１
７
年
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
活
動
の
基
盤
と
し
て
い
る

お
し
ゃ
べ
り
会
は
、は
じ
め
て
の
保
護

者
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
、会
員

制
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
お
し
ゃ
べ
り

会
に
参
加
し
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
し
た
方

に
向
け
て
、日
常
的
に
悩
み
相
談
や
情

報
交
換
を
で
き
る
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
場
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
保
護

者
の
多
く
が
か
な
り
ス
ト
レ
ス
を
溜
め

て
い
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、２
つ
の

新
た
な
方
法
に
踏
み
出
し
ま
し
た
。

①
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
保
護
者
同
士
の
お
し
ゃ

べ
り
会
、親
子
あ
そ
び
の
会
、発
達

支
援
専
門
家
と
の
座
談
会
を
開
催

＝
＝
＝
＝
＝
＝

グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ン
バ
ー
を

対
象
に
開
催
。
１
〜
２
時
間
で
実
施
。

事
前
に
、操
作
確
認
の
体
験
会
を
数

回
実
施
。

立
川
市
こ
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
の
団

体
支
援
を
活
用（
勉
強
会
へ
の
参
加
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
使
用
に
関
す
る
相
談
）。

＝
＝
＝
＝
＝
＝

保
護
者
同
士
の
お
し
ゃ
べ
り
会
を
開

催
し
た
と
こ
ろ
、と
な
り
で
見
て
い
た

休
校
中
の
子
ど
も
た
ち
が
興
味
を
も
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、「
親
子

で
遊
ぼ
う
！
の
会
」（
し
り
と
り
や
ク
イ

ズ
、
歌
遊
び
な
ど
を
実
施
）を
ひ
ら
く

に
至
り
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
メ
ン
バ
ー
の
う

ち
、Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
へ
の
参
加
者
は
半
数
程

歌
っ
て
も
ら
い
、３
分
程
度
に
ま
と
め

ま
し
た
。
完
成
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、各
施

設
へ
理
事
長
・
副
理
事
が
車
で
廻
っ
て

配
る
そ
う
で
す
。

「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
を
迎
え
、リ
モ
ー

ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
視
野
に
…
。

緊
急
事
態
だ
け
で
な
く
、い
つ
で
も
対

面
に
代
わ
る
社
会
的
支
援
の
必
要
な
人

の
個
別
の
見
守
り
体
制
を
構
築
し
た

い
」「
離
れ
て
い
て
も
、１
人
で
い
て
も
、

欲
し
い
と
き
に
つ
な
が
り
あ
え
る
こ
と

を
模
索
し
た
い
」と
理
事
長
の
伊
藤
さ

ん
。
高
齢
者
施
設
の
Ｉ
Ｔ
化
も
、引
き

続
き
課
題
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

「
今
で
き
る
こ
と
」「
今
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
」を
、高
齢
者
施
設
の

現
場
か
ら
情
報
収
集
し
、
連
携
し
、
短

期
間
で
実
現
さ
せ
、ま
た
、
今
回
の
事

態
を
今
だ
け
の
課
題
と
せ
ず
、中
長
期

的
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
し
て
据
え

て
い
る
こ
と
。
プ
ラ
チ
ナ
美
容
塾
の
飽

く
な
き
挑
戦
か
ら
今
後
も
目
が
離
せ
ま

せ
ん
。 

（
５
月
25
日
取
材
）

 

■

相
談
員
メ
ン
バ
ー
全
員
の
気
持
ち
や

ア
イ
デ
ア
を
メ
ー
ル
で
や
り
と
り

 

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
シ
ニ
ア
ダ
イ
ヤ
ル

誰
か
と
話
し
た
い
時
、
寂
し
い
時
、

悲
し
い
時
、
困
っ
た
時
な
ど
、シ
ニ
ア

（
中
高
年
）の
た
め
の
電
話
相
談
活
動
を

行
っ
て
き
た
、東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
シ
ニ
ア

ダ
イ
ヤ
ル
。
月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
毎
日

午
後
に
、カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
専
門
家

に
よ
る
研
修
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

相
談
員
が
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
電

話
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

２
月
終
わ
り
頃
か
ら
相
談
員
メ
ン

バ
ー
の
参
加
に
影
響
が
出
て
き
ま
し
た
。

相
談
活
動
を
行
う
場
所
が
窓
の
な
い
部

屋
だ
っ
た
り
、活
動
場
所
へ
通
う
ま
で

の
交
通
機
関
利
用
に
不
安
が
高
ま
っ
て

き
た
た
め
、3
月
28
日
か
ら
は
休
室
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

以
前
か
ら
メ
ン
バ
ー
全
員
で
意
見
を

出
し
合
う
時
間
を
大
切
に
し
て
き
た
た

め
、休
室
を
決
め
る
際
に
は
、「
現
在
の

各
自
の
状
況
と
今
後
の
活
動
に
つ
い

て
・
活
動
を
休
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、全
員
に

メ
ー
ル
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
中
の

10
名
ほ
ど
の
運
営
委
員
が
、メ
ー
ル
の

反
応
を
ま
と
め
て
ま
た
全
員
に
メ
ー
ル

で
返
し
て
い
き
ま
す
。
み
ん
な
に
活
動

を
続
け
た
い
気
持
ち
が
あ
り
な
が
ら

「
意
に
沿
わ
な
い
決
断
と
な
っ
た
の
は

残
念
で
す
が
」と
し
て
、寄
せ
ら
れ
た

意
見
を
紹
介
し
な
が
ら
休
室
の
メ
ー
ル

を
メ
ン
バ
ー
に
送
り
ま
し
た
。

休
室
中
も
お
互
い
の
気
持
ち
を
出

し
合
え
る
よ
う
、メ
ー
ル
で
現
在
の
過

ご
し
方
や
今
を
し
の
ぐ
工
夫
に
つ
い
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
こ
と
に
ハ
マ
っ
て
い
ま
す
」「
マ

ス
ク
は
こ
う（
二
重
に
）付
け
る
と
い
い

で
す
よ
」「
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
も
あ
る

け
ど
気
分
転
換
し
て
い
ま
す
」な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

全
員
で
の
や
り
と
り
や
意
思
決
定
を

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
通
し
て
、メ

ン
バ
ー
同
士
も
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
な
い

こ
と
を
感
じ
合
い
、ま
た
、
活
動
で
き

な
い
ス
ト
レ
ス
を
や
わ
ら
げ
再
開
に
向

け
て
の
気
持
ち
の
維
持
に
つ
な
げ
て
い

る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

運
営
委
員
は
こ
の
間
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
し
な
が
ら
、メ
ー
ル

の
発
信
と
ま
と
め
の
返
信
を
繰
り
返
し

メ
ン
バ
ー
と
や
り
と
り
し
て
い
ま
す
。

 

（
５
月
19
日
取
材
）
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げ
で
注
文
件
数
は
５
月
20
日
現
在
で

２
４
０
件
を
超
え
、配
達
員
を
増
員
し
、

配
達
地
域
も
三
鷹
市
全
域
に
し
た
そ
う

で
す
。
商
品
を
三
鷹
市
の
人
が
購
入
す

る
こ
と
で
、地
域
の〝
美
味
し
い
〞循
環

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

つ
く
る
人
、発
信
す
る
人
、運
ぶ
人
、

食
べ
る
人
…
関
わ
る
人
す
べ
て
が
得
を

す
る「
全
方
一
両
得
」の
シ
ス
テ
ム
が

誕
生
し
た
！
と
思
い
ま
し
た
。

 

　（
５
月
20
日
取
材
）

 

■

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
挑
戦
・

ブ
ロ
グ
で
情
報
発
信

 

キ
ラ
リ
っ
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
フ
ェ

キ
ラ
リ
っ
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
フ
ェ
は
、

度
。
対
面
で
の
お
し
ゃ
べ
り
会
に
参
加

し
た
こ
と
の
あ
る
保
護
者
に
対
象
を

限
っ
て
い
る
も
の
の
、オ
ン
ラ
イ
ン
の

場
自
体
へ
た
め
ら
い
が
あ
る
方
も
い
ま

す
。
ま
た
、新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
余
裕
や
気
力
が
な
い
方
も
い
て
、

そ
う
い
う
方
ほ
ど
ス
ト
レ
ス
や
悩
み
が

重
い
可
能
性
が
あ
り
、支
援
の
手
立
て

が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、こ
の
状
況
下
で
な
く
て
も
オ

ン
ラ
イ
ン
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
、と
い
う

新
た
な
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。
平
日

日
中
は
仕
事
が
あ
る
方
や
、子
ど
も
が

小
さ
く
て
足
を
運
ぶ
こ
と
が
難
し
か
っ

た
方
も
参
加
で
き
る
、少
し
場
を
外
し

て
家
や
子
ど
も
の
こ
と
を
し
な
が
ら
気

軽
に
参
加
で
き
る
、自
宅
に
い
な
が
ら

参
加
で
き
る
こ
と
。
こ
う
し
た
気
づ
き

も
課
題
も『
や
っ
て
み
て
よ
か
っ
た
』

と
思
え
る
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

② 

ブ
ロ
グ
で
の
情
報
提
供

オ
ー
プ
ン
の
お
し
ゃ
べ
り
会
や
イ
ベ

ン
ト
、
講
座
を
中
止
し
て
い
る
た
め
、

不
特
定
多
数
の
保
護
者
に
見
て
も
ら
え

る
ブ
ロ
グ
で
情
報
発
信
を
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は

保
護
者
か
ら
あ
が
っ
た
悩
み
や
知
り

た
い
情
報
な
ど
、生
の
声
か
ら
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、オ
ス
ス
メ
の
本
や
絵
本
、

勉
強
法（
学
習
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
、
動

画
な
ど
）の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
、新
た
な
手
法

や
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
り
入
れ
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
活
動
を
生
み
出
し
、

こ
の
難
局
を
積
極
的
に
乗
り
越
え
よ
う

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

（
５
月
15
日
取
材
）

■

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
制
作
・
配
布

〝
高
齢
者
施
設
〞
と
〝
オ
ン
ラ
イ
ン
〞の
壁

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
プ
ラ
チ
ナ
美
容
塾

シ
ニ
ア
自
身
が
美
容
を「
学
び
」、学

ん
だ
知
識
と
技
術
を
高
齢
者
施
設
や
障

が
い
者
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に「
活
か
し
」、地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
活

動
な
ど
に
参
加
し
美
容
を
通
じ
て
地
域

社
会
と「
つ
な
が
る
」。
プ
ラ
チ
ナ
美
容

塾
は
、こ
の
３
つ
の
サ
イ
ク
ル
を
通
し

て
、プ
ラ
チ
ナ
世
代
が
素
敵
に
輝
く
よ

う
推
進
活
動
を
し
て
い
る
団
体
で
す
。

従
来
の
活
動
を
す
べ
て
自
粛
す
る
こ

と
に
な
っ
た
中
、定
期
訪
問
し
て
い
た

お
よ
そ
15
か
所
の
施
設
に
は
、疲
弊
し

た
職
員
と
外
部
と
の
交
流
が
断
た
れ
て

う
つ
気
味
の
利
用
者
、と
い
う
ひ
っ
迫

し
た
状
況
が
み
ら
れ
ま
し
た
。「
何
も

し
な
い
で
待
つ
だ
け
で
は
辛
い
」と
、

こ
み
上
げ
て
く
る
想
い
を
バ
ネ
に
奔
走

す
る
日
々
。
高
齢
者
施
設
に
お
い
て
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
やY

ouT
ube

な
ど
の
活
用
は
、

ハ
ー
ド
面
で
も
ソ
フ
ト
面
で
も
壁
が
高

く
、短
期
間
で
突
破
す
る
に
は
難
し
い

こ
と
で
し
た
。
リ
モ
ー
ト
の
環
境
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
模
索
し
た
結
果
、

各
施
設
に
あ
る
設
備（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
再
生
機
）

を
使
用
で
き
、繰
り
返
し
鑑
賞
し
て
も

ら
え
、施
設
内
イ
ベ
ン
ト
が
な
く
な
り

集
う
機
会
を
失
っ
て
い
る
利
用
者
に
気

分
転
換
の
場
を
提
供
で
き
る
こ
と
か
ら
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作
へ
踏
み
切
っ
た
そ
う
で

す
。５

月
初
旬
に
童
謡
を
収
録
し
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
40
枚
が
完
成
。
し
か
し
配
布
寸
前

に
、著
作
権
の
問
題
が
浮
上
し
、急
遽
、

再
制
作
す
る
こ
と
に
。
連
携
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
誕
生
し
た
２
作
目
は
、題
し

て『
歌
っ
て
覚
え
よ
う
！
プ
ラ
チ
ナ
ハ

ン
ド
ケ
ア
』。
感
染
予
防
の
手
洗
い
で

荒
れ
て
し
ま
っ
た
手
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
と
指
マ
ッ
サ
ー
ジ
、さ
ら
に
ス
ト
レ

ス
解
消
効
果
の
あ
る
ハ
ン
ド
ケ
ア
の
方

法
を
、
歌
と
映
像
で
伝
え
て
い
ま
す
。

手
の
動
き
の
映
像
に
あ
わ
せ
て
、ハ
ン

ド
ケ
ア
方
法
の
歌
詞
を
オ
ク
ラ
ホ
マ
ミ

キ
サ
ー
の
メ
ロ
デ
ィ
に
乗
せ
て
親
子
に

発
達
に
不
安
が
あ
る
子
ど
も
を
育
て
る

保
護
者
同
士
が
支
え
あ
い
、励
ま
し
あ

え
る
場
と
し
て
、２
０
１
７
年
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
活
動
の
基
盤
と
し
て
い
る

お
し
ゃ
べ
り
会
は
、は
じ
め
て
の
保
護

者
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
、会
員

制
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
お
し
ゃ
べ
り

会
に
参
加
し
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
し
た
方

に
向
け
て
、日
常
的
に
悩
み
相
談
や
情

報
交
換
を
で
き
る
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
場
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
保
護

者
の
多
く
が
か
な
り
ス
ト
レ
ス
を
溜
め

て
い
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、２
つ
の

新
た
な
方
法
に
踏
み
出
し
ま
し
た
。

①
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
保
護
者
同
士
の
お
し
ゃ

べ
り
会
、親
子
あ
そ
び
の
会
、発
達

支
援
専
門
家
と
の
座
談
会
を
開
催

＝
＝
＝
＝
＝
＝

グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ン
バ
ー
を

対
象
に
開
催
。
１
〜
２
時
間
で
実
施
。

事
前
に
、操
作
確
認
の
体
験
会
を
数

回
実
施
。

立
川
市
こ
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
の
団

体
支
援
を
活
用（
勉
強
会
へ
の
参
加
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
使
用
に
関
す
る
相
談
）。

＝
＝
＝
＝
＝
＝

保
護
者
同
士
の
お
し
ゃ
べ
り
会
を
開

催
し
た
と
こ
ろ
、と
な
り
で
見
て
い
た

休
校
中
の
子
ど
も
た
ち
が
興
味
を
も
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、「
親
子

で
遊
ぼ
う
！
の
会
」（
し
り
と
り
や
ク
イ

ズ
、
歌
遊
び
な
ど
を
実
施
）を
ひ
ら
く

に
至
り
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
メ
ン
バ
ー
の
う

ち
、Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
へ
の
参
加
者
は
半
数
程

歌
っ
て
も
ら
い
、３
分
程
度
に
ま
と
め

ま
し
た
。
完
成
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、各
施

設
へ
理
事
長
・
副
理
事
が
車
で
廻
っ
て

配
る
そ
う
で
す
。

「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
を
迎
え
、リ
モ
ー

ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
視
野
に
…
。

緊
急
事
態
だ
け
で
な
く
、い
つ
で
も
対

面
に
代
わ
る
社
会
的
支
援
の
必
要
な
人

の
個
別
の
見
守
り
体
制
を
構
築
し
た

い
」「
離
れ
て
い
て
も
、１
人
で
い
て
も
、

欲
し
い
と
き
に
つ
な
が
り
あ
え
る
こ
と

を
模
索
し
た
い
」と
理
事
長
の
伊
藤
さ

ん
。
高
齢
者
施
設
の
Ｉ
Ｔ
化
も
、引
き

続
き
課
題
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

「
今
で
き
る
こ
と
」「
今
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
」を
、高
齢
者
施
設
の

現
場
か
ら
情
報
収
集
し
、
連
携
し
、
短

期
間
で
実
現
さ
せ
、ま
た
、
今
回
の
事

態
を
今
だ
け
の
課
題
と
せ
ず
、中
長
期

的
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
し
て
据
え

て
い
る
こ
と
。
プ
ラ
チ
ナ
美
容
塾
の
飽

く
な
き
挑
戦
か
ら
今
後
も
目
が
離
せ
ま

せ
ん
。 

（
５
月
25
日
取
材
）

 

■

相
談
員
メ
ン
バ
ー
全
員
の
気
持
ち
や

ア
イ
デ
ア
を
メ
ー
ル
で
や
り
と
り

 

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
シ
ニ
ア
ダ
イ
ヤ
ル

誰
か
と
話
し
た
い
時
、
寂
し
い
時
、

悲
し
い
時
、
困
っ
た
時
な
ど
、シ
ニ
ア

（
中
高
年
）の
た
め
の
電
話
相
談
活
動
を

行
っ
て
き
た
、東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
シ
ニ
ア

ダ
イ
ヤ
ル
。
月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
毎
日

午
後
に
、カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
専
門
家

に
よ
る
研
修
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

相
談
員
が
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
電

話
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

２
月
終
わ
り
頃
か
ら
相
談
員
メ
ン

バ
ー
の
参
加
に
影
響
が
出
て
き
ま
し
た
。

相
談
活
動
を
行
う
場
所
が
窓
の
な
い
部

屋
だ
っ
た
り
、活
動
場
所
へ
通
う
ま
で

の
交
通
機
関
利
用
に
不
安
が
高
ま
っ
て

き
た
た
め
、3
月
28
日
か
ら
は
休
室
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

以
前
か
ら
メ
ン
バ
ー
全
員
で
意
見
を

出
し
合
う
時
間
を
大
切
に
し
て
き
た
た

め
、休
室
を
決
め
る
際
に
は
、「
現
在
の

各
自
の
状
況
と
今
後
の
活
動
に
つ
い

て
・
活
動
を
休
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、全
員
に

メ
ー
ル
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
中
の

10
名
ほ
ど
の
運
営
委
員
が
、メ
ー
ル
の

反
応
を
ま
と
め
て
ま
た
全
員
に
メ
ー
ル

で
返
し
て
い
き
ま
す
。
み
ん
な
に
活
動

を
続
け
た
い
気
持
ち
が
あ
り
な
が
ら

「
意
に
沿
わ
な
い
決
断
と
な
っ
た
の
は

残
念
で
す
が
」と
し
て
、寄
せ
ら
れ
た

意
見
を
紹
介
し
な
が
ら
休
室
の
メ
ー
ル

を
メ
ン
バ
ー
に
送
り
ま
し
た
。

休
室
中
も
お
互
い
の
気
持
ち
を
出

し
合
え
る
よ
う
、メ
ー
ル
で
現
在
の
過

ご
し
方
や
今
を
し
の
ぐ
工
夫
に
つ
い
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
こ
と
に
ハ
マ
っ
て
い
ま
す
」「
マ

ス
ク
は
こ
う（
二
重
に
）付
け
る
と
い
い

で
す
よ
」「
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
も
あ
る

け
ど
気
分
転
換
し
て
い
ま
す
」な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

全
員
で
の
や
り
と
り
や
意
思
決
定
を

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
通
し
て
、メ

ン
バ
ー
同
士
も
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
な
い

こ
と
を
感
じ
合
い
、ま
た
、
活
動
で
き

な
い
ス
ト
レ
ス
を
や
わ
ら
げ
再
開
に
向

け
て
の
気
持
ち
の
維
持
に
つ
な
げ
て
い

る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

運
営
委
員
は
こ
の
間
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
し
な
が
ら
、メ
ー
ル

の
発
信
と
ま
と
め
の
返
信
を
繰
り
返
し

メ
ン
バ
ー
と
や
り
と
り
し
て
い
ま
す
。

 

（
５
月
19
日
取
材
）
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■ 特 集   新型コロナウイルスとボランティア・市民活動

京
シ
ュ
ー
レ
全
体
で
行
っ
て
い
る
対
策
で

す
。
減
免
は
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
申
請
す
る

こ
と
が
可
能
で
、家
庭
の
減
収
の
程
度
に

応
じ
て
、減
免
の
額
を
自
身
で
希
望
し
て

申
請
で
き
る
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、相
談
窓
口
の
設
置
で
す
。

現
在
、困
窮
し
て
い
る
個
人
事
業
主
な
ど

を
対
象
と
し
た
支
援
の
窓
口
が
民
間
や
行

政
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、現

状
の
事
業
者
に
対
す
る
様
々
な
支
援
策

は
、内
容
が
分
か
り
に
く
く
、支
援
申
請

手
続
き
が
煩
雑
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
支
援
申
請

自
体
を
諦
め
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、東
京
シ
ュ
ー
レ
の
会
員
の
親
御
さ
ん

な
ど
に
対
象
は
限
定
さ
れ
ま
す
が
、専
門

的
知
識
を
も
っ
た
担
当
者
が
支
援
申
請
に

つ
い
て
の
相
談
に
無
料
で
対
応
す
る
特
別

窓
口
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、長
引
く
自
粛
生
活
の
中
で
、見

通
せ
な
い
先
行
き
や
減
収
に
よ
る
生
計
の

逼ひ
っ
ぱ
く迫
、人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
合
う
機
会
の
激
減
な
ど
に
よ
っ
て
、不

安
や
精
神
的
負
担
を
抱
え
る
学
生
も
い
ま

す
。
そ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
個
別

相
談
が
い
つ
で
も
で
き
る
よ
う
に
開
か
れ

て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
が
や
り
に
く
い

学
生
に
対
し
て
も
、
事
情
に
合
わ
せ
て
、

感
染
防
止
対
策
を
と
っ
た
上
で
個
別
で
の

対
面
の
相
談
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

粛
対
応
に
よ
っ
て
、学
生
た
ち
の
中
に
も

減
収
す
る
家
庭
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
家
庭
に
対
し
て
、目
下
二
つ
の
対
策

が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、本
人
ま
た
は
家
族
の
減
収
期

間
中
の
学
費
減
免
措
置
で
す
。
こ
れ
は
、

シ
ュ
ー
レ
大
学
だ
け
で
な
く
、不
登
校
を

経
験
し
た
子
ど
も
た
ち
が
通
う
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
の
部
門
も
含
め
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東

■

感
染
対
策
に
伴
う 

運
営
上
・事
業
上
の
課
題

感
染
対
策
と
し
て
、活
動
の
場
が
オ
ン

ラ
イ
ン
空
間
に
移
行
し
た
こ
と
で
、感
染

防
止
に
は
一
定
の
効
果
を
発
揮
し
て
い
る

一
方
、そ
こ
に
は
問
題
・
課
題
も
あ
り
ま

す
。多

く
の
学
生
た
ち
か
ら
、オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
講
座
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

対
面
で
の
そ
れ
と
比
べ
て
集
中
力
を
使
い
、

疲
れ
や
す
い
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

あ
る
学
生
な
ど
は
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
が
終

わ
っ
た
後
は
熱
が
出
て
い
る
よ
う
に
も
感

じ
る
と
言
っ
て
い
た
ほ
ど
で
す
。

さ
ら
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
空
間
で
し
か
他

の
学
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

れ
な
い
こ
と
に
対
し
て
、「
つ
ら
さ
」
や

「
し
ん
ど
さ
」を
訴
え
る
声
も
あ
り
ま
す
。

シ
ュ
ー
レ
大
学
に
通
う
学
生
た
ち
は
、性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
っ
た
り
、外
国
籍

で
あ
っ
た
り
、
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
を

経
験
し
て
い
た
り
と
、社
会
の
中
で
何
ら

か
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
性
を
感
じ
て
い
る
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
場

合
に
は
、自
分
の
い
る
場
や
社
会
に
対
し

て
安
心
感
を
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
大
事

に
な
り
ま
す
。
普
段
で
あ
れ
ば
、シ
ュ
ー

レ
大
学
に
行
っ
て
他
の
学
生
と
話
を
し
た

り
、空
気
感
を
感
じ
た
り
し
て
、お
互
い

を
知
り
合
い
、安
心
感
を
少
し
ず
つ
育
て

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、現

在
の
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
や
り
取
り
だ
け

で
は
、そ
う
し
た
安
心
感
を
十
分
に
得
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

感
染
防
止
策
の
た
め
に
学
び
・
活
動
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
限
ら
れ
て
し

ま
う
こ
と
で
発
生
し
て
い
る
こ
う
し
た
負

担
や「
つ
ら
さ
」を
、い
か
に
学
生
た
ち
と

ス
タ
ッ
フ
で
協
力
し
て
緩
和
し
て
い
く
か

が
、今
後
の
シ
ュ
ー
レ
大
学
の
課
題
で
す
。

シューレ大学
https://shureuniv.org/      univ@shure.or.jp 

不登校を経験した子どもたちの居場所・学び場であるフリースクール「NPO 法人東
京シューレ」を母体として生まれ、様々な分野の講座やプロジェクトによる「知る」「表
現する」学びを通して、自分にあった、「自分の生き方を創る」ことを模索しています。
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より自分にあった生き方を探したいと思った人など、多様な人たちが通っています。

演劇での演技中のひとコマ。

■

シ
ュー
レ
大
学
で
の 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止 

対
策
と
活
動
の
実
施
状
況

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
伴
い
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
シ
ュ
ー
レ
・

シ
ュ
ー
レ
大
学
で
も
、い
く
つ
か
の
感
染

防
止
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
日
本
で
も
確
認
さ
れ
始
め
た
頃
に
は
、

学
生
た
ち
が
通
う
場
は
開
き
な
が
ら
、手

洗
い
、手
指
の
消
毒
を
基
本
の
対
策
と
し

ま
し
た
。
シ
ュ
ー
レ
大
学
の
入
り
口
と
最

も
多
く
の
学
生
た
ち
が
集
ま
る
講
座
室
の

２
か
所
に
消
毒
ス
プ
レ
ー
を
常
備
し
、手

洗
い
・
消
毒
の
周
知
と
日
常
的
な
換
気
の

確
保
を
し
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
が
発
表
さ
れ
る
少
し

前
に
は
、学
生
た
ち
の
学
び
・
活
動
の
ベ
ー

ス
を
、実
際
に
顔
を
合
わ
せ
る
場
所
か
ら
、

オ
ン
ラ
イ
ン
空
間
へ
と
移
し
ま
し
た
。
学

生
や
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が「
三
密
」

の
環
境
や
濃
厚
接
触
を
避
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
で
す
。
そ
れ
ら
の
対
策
が
奏

功
し
た
の
か
、シ
ュ
ー
レ
大
学
で
は
、学

生
・
ス
タ
ッ
フ
は
も
ち
ろ
ん
、そ
の
家
族

も
含
め
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
方
は
い
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
感
染
対
策
を
と
り
な
が

ら
も
、現
在
は
可
能
な
限
り
、場
を
開
い

て
い
た
時
と
変
わ
ら
な
い
学
び
・
活
動
を

続
け
る
試
み
を
し
て
い
ま
す
。
４
月
に
入

り
、新
学
期
が
始
ま
っ
て
か
ら
、毎
日
の

講
座
や
学
生
た
ち
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

学
生
と
ス
タ
ッ
フ
と
の
個
人
相
談
な
ど

は
、オ
ン
ラ
イ
ン
ビ
デ
オ
会
議
サ
ー
ビ
ス 

「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」を
通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

ビ
デ
オ
通
話
の
画
面
を
み
な
が
ら
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、講
座
の
資
料
を

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
共
有
し
な
が
ら
学
生
が

発
表
し
た
り
、こ
れ
ま
で
と
は
違
う
や
り

方
に
ま
だ
ま
だ
手
探
り
の
状
態
で
は
あ
り

ま
す
が
、学
生
た
ち
は
手
ご
た
え
を
感
じ

な
が
ら
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
学
び
・
活
動

を
活
発
に
し
て
い
ま
す
。

■

自
粛
対
応
に
伴
い
生
活
に
影
響
を 

受
け
た
学
生
に
対
す
る 

新
た
な
取
組
の
実
施

緊
急
事
態
宣
言
以
降
の
全
国
的
な
自

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
シ
ュ
ー
レ
大
学
の
取
り
組
み

シ
ュ
ー
レ
大
学 

学
生   

長
畑 

洋

寄稿

（右上）演劇の企画を考える。シューレ大学では、脚本、演出、広報、音響、舞台・客席設置等、すべて学生が行う。 
（右下）研究ゼミの様子。 
（左上）研究イベントにて。マイクをもっているのが長畑さん。 （左下）舞台衣装のデザインを考える。
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■ 特 集   新型コロナウイルスとボランティア・市民活動

京
シ
ュ
ー
レ
全
体
で
行
っ
て
い
る
対
策
で

す
。
減
免
は
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
申
請
す
る

こ
と
が
可
能
で
、家
庭
の
減
収
の
程
度
に

応
じ
て
、減
免
の
額
を
自
身
で
希
望
し
て

申
請
で
き
る
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、相
談
窓
口
の
設
置
で
す
。

現
在
、困
窮
し
て
い
る
個
人
事
業
主
な
ど

を
対
象
と
し
た
支
援
の
窓
口
が
民
間
や
行

政
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、現

状
の
事
業
者
に
対
す
る
様
々
な
支
援
策

は
、内
容
が
分
か
り
に
く
く
、支
援
申
請

手
続
き
が
煩
雑
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
支
援
申
請

自
体
を
諦
め
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、東
京
シ
ュ
ー
レ
の
会
員
の
親
御
さ
ん

な
ど
に
対
象
は
限
定
さ
れ
ま
す
が
、専
門

的
知
識
を
も
っ
た
担
当
者
が
支
援
申
請
に

つ
い
て
の
相
談
に
無
料
で
対
応
す
る
特
別

窓
口
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、長
引
く
自
粛
生
活
の
中
で
、見

通
せ
な
い
先
行
き
や
減
収
に
よ
る
生
計
の

逼ひ
っ
ぱ
く迫
、人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
合
う
機
会
の
激
減
な
ど
に
よ
っ
て
、不

安
や
精
神
的
負
担
を
抱
え
る
学
生
も
い
ま

す
。
そ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
個
別

相
談
が
い
つ
で
も
で
き
る
よ
う
に
開
か
れ

て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
が
や
り
に
く
い

学
生
に
対
し
て
も
、
事
情
に
合
わ
せ
て
、

感
染
防
止
対
策
を
と
っ
た
上
で
個
別
で
の

対
面
の
相
談
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

粛
対
応
に
よ
っ
て
、学
生
た
ち
の
中
に
も

減
収
す
る
家
庭
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
家
庭
に
対
し
て
、目
下
二
つ
の
対
策

が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、本
人
ま
た
は
家
族
の
減
収
期

間
中
の
学
費
減
免
措
置
で
す
。
こ
れ
は
、

シ
ュ
ー
レ
大
学
だ
け
で
な
く
、不
登
校
を

経
験
し
た
子
ど
も
た
ち
が
通
う
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
の
部
門
も
含
め
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東

■

感
染
対
策
に
伴
う 

運
営
上
・事
業
上
の
課
題

感
染
対
策
と
し
て
、活
動
の
場
が
オ
ン

ラ
イ
ン
空
間
に
移
行
し
た
こ
と
で
、感
染

防
止
に
は
一
定
の
効
果
を
発
揮
し
て
い
る

一
方
、そ
こ
に
は
問
題
・
課
題
も
あ
り
ま

す
。多

く
の
学
生
た
ち
か
ら
、オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
講
座
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

対
面
で
の
そ
れ
と
比
べ
て
集
中
力
を
使
い
、

疲
れ
や
す
い
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

あ
る
学
生
な
ど
は
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
が
終

わ
っ
た
後
は
熱
が
出
て
い
る
よ
う
に
も
感

じ
る
と
言
っ
て
い
た
ほ
ど
で
す
。

さ
ら
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
空
間
で
し
か
他

の
学
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

れ
な
い
こ
と
に
対
し
て
、「
つ
ら
さ
」
や

「
し
ん
ど
さ
」を
訴
え
る
声
も
あ
り
ま
す
。

シ
ュ
ー
レ
大
学
に
通
う
学
生
た
ち
は
、性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
っ
た
り
、外
国
籍

で
あ
っ
た
り
、
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
を

経
験
し
て
い
た
り
と
、社
会
の
中
で
何
ら

か
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
性
を
感
じ
て
い
る
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
場

合
に
は
、自
分
の
い
る
場
や
社
会
に
対
し

て
安
心
感
を
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
大
事

に
な
り
ま
す
。
普
段
で
あ
れ
ば
、シ
ュ
ー

レ
大
学
に
行
っ
て
他
の
学
生
と
話
を
し
た

り
、空
気
感
を
感
じ
た
り
し
て
、お
互
い

を
知
り
合
い
、安
心
感
を
少
し
ず
つ
育
て

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、現

在
の
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
や
り
取
り
だ
け

で
は
、そ
う
し
た
安
心
感
を
十
分
に
得
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

感
染
防
止
策
の
た
め
に
学
び
・
活
動
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
限
ら
れ
て
し

ま
う
こ
と
で
発
生
し
て
い
る
こ
う
し
た
負

担
や「
つ
ら
さ
」を
、い
か
に
学
生
た
ち
と

ス
タ
ッ
フ
で
協
力
し
て
緩
和
し
て
い
く
か

が
、今
後
の
シ
ュ
ー
レ
大
学
の
課
題
で
す
。

シューレ大学
https://shureuniv.org/      univ@shure.or.jp 

不登校を経験した子どもたちの居場所・学び場であるフリースクール「NPO 法人東
京シューレ」を母体として生まれ、様々な分野の講座やプロジェクトによる「知る」「表
現する」学びを通して、自分にあった、「自分の生き方を創る」ことを模索しています。
18 歳以上であれば誰でも入学が可能で、これまでも不登校・ひきこもりを経験した
若者たちだけでなく、様々なマイノリティ性をもった人たちや一般的な会社を経験後、
より自分にあった生き方を探したいと思った人など、多様な人たちが通っています。

演劇での演技中のひとコマ。

■

シ
ュー
レ
大
学
で
の 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止 

対
策
と
活
動
の
実
施
状
況

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
伴
い
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
シ
ュ
ー
レ
・

シ
ュ
ー
レ
大
学
で
も
、い
く
つ
か
の
感
染

防
止
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
日
本
で
も
確
認
さ
れ
始
め
た
頃
に
は
、

学
生
た
ち
が
通
う
場
は
開
き
な
が
ら
、手

洗
い
、手
指
の
消
毒
を
基
本
の
対
策
と
し

ま
し
た
。
シ
ュ
ー
レ
大
学
の
入
り
口
と
最

も
多
く
の
学
生
た
ち
が
集
ま
る
講
座
室
の

２
か
所
に
消
毒
ス
プ
レ
ー
を
常
備
し
、手

洗
い
・
消
毒
の
周
知
と
日
常
的
な
換
気
の

確
保
を
し
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
が
発
表
さ
れ
る
少
し

前
に
は
、学
生
た
ち
の
学
び
・
活
動
の
ベ
ー

ス
を
、実
際
に
顔
を
合
わ
せ
る
場
所
か
ら
、

オ
ン
ラ
イ
ン
空
間
へ
と
移
し
ま
し
た
。
学

生
や
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が「
三
密
」

の
環
境
や
濃
厚
接
触
を
避
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
で
す
。
そ
れ
ら
の
対
策
が
奏

功
し
た
の
か
、シ
ュ
ー
レ
大
学
で
は
、学

生
・
ス
タ
ッ
フ
は
も
ち
ろ
ん
、そ
の
家
族

も
含
め
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
方
は
い
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
感
染
対
策
を
と
り
な
が

ら
も
、現
在
は
可
能
な
限
り
、場
を
開
い

て
い
た
時
と
変
わ
ら
な
い
学
び
・
活
動
を

続
け
る
試
み
を
し
て
い
ま
す
。
４
月
に
入

り
、新
学
期
が
始
ま
っ
て
か
ら
、毎
日
の

講
座
や
学
生
た
ち
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

学
生
と
ス
タ
ッ
フ
と
の
個
人
相
談
な
ど

は
、オ
ン
ラ
イ
ン
ビ
デ
オ
会
議
サ
ー
ビ
ス 

「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」を
通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

ビ
デ
オ
通
話
の
画
面
を
み
な
が
ら
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、講
座
の
資
料
を

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
共
有
し
な
が
ら
学
生
が

発
表
し
た
り
、こ
れ
ま
で
と
は
違
う
や
り

方
に
ま
だ
ま
だ
手
探
り
の
状
態
で
は
あ
り

ま
す
が
、学
生
た
ち
は
手
ご
た
え
を
感
じ

な
が
ら
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
学
び
・
活
動

を
活
発
に
し
て
い
ま
す
。

■

自
粛
対
応
に
伴
い
生
活
に
影
響
を 

受
け
た
学
生
に
対
す
る 

新
た
な
取
組
の
実
施

緊
急
事
態
宣
言
以
降
の
全
国
的
な
自

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
シ
ュ
ー
レ
大
学
の
取
り
組
み

シ
ュ
ー
レ
大
学 

学
生   

長
畑 

洋

寄稿

（右上）演劇の企画を考える。シューレ大学では、脚本、演出、広報、音響、舞台・客席設置等、すべて学生が行う。 
（右下）研究ゼミの様子。 
（左上）研究イベントにて。マイクをもっているのが長畑さん。 （左下）舞台衣装のデザインを考える。
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加
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
世
界
中
ど
こ

か
ら
で
も
画
面
を
通
し
て
講
義
を
聞
く
・

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
参
加
者
と
の
や

り
取
り
を
減
ら
し
、
質
問
は
チ
ャ
ッ
ト
機

能
で
受
け
る
な
ど
ほ
ぼ
一
方
通
行
の
発
信

に
絞
る
こ
と
で
、
慣
れ
て
い
な
い
事
務
局

で
も
少
な
い
負
担
で
実
施
で
き
ま
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
こ
と

に
よ
り
、
遠
方
か
ら
の
参
加
も
可
能
に
な

り
「
参
加
者
が
増
え
た
」
と
感
じ
て
い
る

団
体
が
多
い
よ
う
で
す
。

一
方
で
「
案
内
メ
ー
ル
が
先
方
の
携
帯

に
う
ま
く
送
れ
な
い
」「
使
い
方
を
説
明

す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
」「
セ
ミ
ナ
ー

受
講
後
の
つ
な
が
り
に
は
結
び
つ
か
な

か
っ
た
」
な
ど
、
手
間
が
増
え
た
り
、
こ

れ
ま
で
の
講
座
に
期
待
す
る
効
果
が
得
ら

れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で

す
。
時
「々
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
だ
と
、

参
加
費
の
受
け
取
り
が
難
し
い
」
と
い
う

声
を
耳
に
し
ま
す
が
、
最
近
で
は
、
法
人

格
の
な
い
任
意
団
体
で
も
数
百
円
か
ら
の

支
払
い
に
利
用
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済

が
あ
り
、
実
際
に
利
用
し
て
い
る
Ｓ
Ｈ
Ｇ

も
あ
り
ま
す
。

実
際
の
開
催
で
は
、
資
料
の
取
り
扱
い

と
質
問
の
受
け
方
、
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
悩

む
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
資
料
は
、
事

前
に
紙
で
配
布
し
に
く
い
で
す
が
、当
日
、

画
面
で
資
料
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
だ

け
で
な
く
、
著
作
権
な
ど
に
つ
い
て
も
留

意
が
必
要
で
す
。

③ 

情
報
発
信

情
報
発
信
を
積
極
的
に
は
じ
め
た
Ｓ
Ｈ

Ｇ
も
あ
り
ま
す
。Y

ouT
ube

で
自
身
の

体
験
や
仲
間
と
の
対
談
を
発
信
し
た
り
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
メ
ン
バ
ー
が
「
つ
ぶ
や
き
」
を

書
い
た
り
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
生
活
が
大
き
く
変
わ
っ
て
、
苦
し

い
思
い
や
し
ん
ど
さ
が
増
し
て
い
る
人
た

ち
に
「
一
人
じ
ゃ
な
い
よ
」
を
届
け
る
活

動
で
す
。
実
名
や
住
所
を
お
互
い
に
明
か

さ
ず
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て

は
、
仲
間
と
つ
な
が
り
続
け
る
た
め
の
活

動
で
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
大
変
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
個

人
的
な
体
験
を
動
画
を
通
じ
て
発
信
を
し

て
い
る
と
、
時
に
い
わ
れ
の
な
い
嫌
が
ら

せ
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
分
や

大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
も
、
ど
こ
ま
で

の
情
報
を
出
す
の
か
、
書
き
込
み
欄
を
ど

う
取
り
扱
う
か
な
ど
、
発
信
の
基
準
を
決

め
た
り
対
策
を
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
な

ど
も
重
要
で
す
。

④ 

交
流
会・懇
親
会

交
流
会
・
懇
親
会
に
つ
い
て
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
や
る
の
が
難
し
い
…
と
い
う
声

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
団

体
は
、
匿
名
参
加
が
で
き
る
オ
ー
プ
ン

チ
ャ
ッ
ト
を
活
用
し
た
り
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の

機
能
を
つ
か
っ
て
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

た
交
流
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ

イ
ン
の
弱
点
は「
大
人
数
で
は
話
せ
な
い
」

「〝
あ
な
た
と
話
し
た
い
〞
が
難
し
い
」
と

い
う
点
に
あ
り
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト
は
、
リ

ア
ル
な
交
流
会
で
は
座
っ
た
席
の
「
近
く

の
人
と
し
か
話
せ
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
お

互
い
の
距
離
は
一
定
の
た
め
、
誰
と
で
も

話
す
機
会
が
あ
る
と
い
う
点
で
す
。

【SHGに対する新型コロナウイルスの影響】

・何もできなくなってしまった。

・活動の中心であるミーティングが３密のため開催できない。

・数人だけでも…と思ったが、普段借りている会場が閉館になっ
た。

・会の収入がなくなってしまった。

・イベントを中止したが、チラシ印刷費はすでに支払い済み。会
にお金はなく、赤字（個人の持ち出し）のまま。

・コロナに対する感覚がみんな違って、今後を話しあうのが難し
い。

・これまで通りのコミュニケーションができなくなったことで、運
営メンバー間にも距離が生まれてしまった。

・先の計画を立てられない、予定を考えられる状況にない。

・グループにつながったばかりの方と、交流が途絶えてしまった。

・参加者には「居場所」だったこの活動が断絶してしまった。

・法人格もなく、規模も小さく、寄付頼みだったので、公的な支
援策の対象にならない。

・活動をしなければ支出はないので、運営面のダメージはない。

・コロナの影響による家族間の軋轢に関わる相談が寄せられる
ようになった。

・性暴力などの危険度は増しているが、ロビイングができない。

・当事者運動体としては暇になった。

【心配していること】

・参加できる活動がなくなり、会員離れが進む。

・活動を再開しても、感染への不安で参加できない人がいるかも。

・感染リスクが高いメンバーが多く、再開の判断ができない。

・実際に会うことを大切にしているため、この先どのように活動
していけばいいのか…。

・活動休止により、相談・励まし合いの機会がないことで、深刻
さが増していく人がいるのではと心配。

・この状態が長引くと、精神的に調子を崩してしまう人が増えて
しまうのではないかと危惧している。

・「閉じこもり」状態の人が多いので今はなんとか過ごせている。
しかし、このまま状況が長引けば、個々の生活に新たな問題
が発生しそう。

囲み記事

①

                             

当
セ
ン
タ
ー
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

か
ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
、
当
事
者
主

体
の
活
動
を
し
て
い
る
Ｓ
Ｈ
Ｇ
に
も
大
き

く
及
ん
で
い
ま
す
。
Ｓ
Ｈ
Ｇ
は
、
当
事
者

同
士
が
出
会
い
・
つ
な
が
る
こ
と
を
大
事

に
し
て
お
り
、
直
接
会
う
活
動
を
主
に
し

て
い
る
団
体
も
多
く
、
こ
れ
ま
で
通
り
の

活
動
が
全
く
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

グ
ル
ー
プ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
難
病
等
で
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
メ
ン

バ
ー
が
い
る
Ｓ
Ｈ
Ｇ
は
、
他
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
よ

り
も
早
い
時
期
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
運
営
メ
ン
バ
ー
と
参
加
者
の
「
安

心
安
全
」を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く
か
、

活
動
の
再
開
に
向
け
た
判
断
は
容
易
で
は

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
方
で
、
Ｓ
Ｈ
Ｇ
の
活
動
は
、
た
く
さ

ん
の
「
当
事
者
」「
市
民
」
に
と
っ
て
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。
月
に
数

回
の
Ｓ
Ｈ
Ｇ
の
集
ま
り
で
仲
間
に
会
え
る

こ
と
で
日
々
を
過
ご
せ
て
い
る
方
も
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
大
切
な
場
が
休
止
と

な
り
、
再
開
の
見
通
し
も
立
た
な
い
…
。

「
仲
間
が
昼
間
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」「
ゲ
ー
ム
に

依
存
し
て
し
ま
っ
て
家
か
ら
出
て
い
な

い
」
と
い
う
声
も
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
多
く
の
Ｓ
Ｈ

Ｇ
が
、
今
で
き
る
こ
と
や
新
た
な
活
動
の

仕
方
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

① 

運
営
メ
ン
バ
ー
等
の
会
議

ま
ず
は
「
運
営
メ
ン
バ
ー
の
会
議
」
か

ら
導
入
す
る
グ
ル
ー
プ
が
多
い
よ
う
で

す
。
使
用
す
る
ツ
ー
ル
は
様
々
で
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
ビ
デ
オ
通
話
な
ど
普
段
使
っ
て
い

る
ア
プ
リ
を
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
会
議
や
打
ち
合
わ
せ
な
ど
、
運
営
面

で
の
導
入
を
通
し
て
活
動
へ
の
活
用
を
検

討
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
活
用
し
た
団

体
か
ら
は
「
思
い
立
っ
た
時
す
ぐ
に
会
議

が
で
き
て
便
利
」「（
疾
病
等
が
）
重
い
状

態
の
メ
ン
バ
ー
も
家
か
ら
参
加
で
き
る
」

と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、「
画
面
越
し

だ
と
雰
囲
気
が
わ
か
ら
な
い
」「
話
し
出

す
タ
イ
ミ
ン
グ
が
わ
か
ら
な
い
」「
顔
は

見
え
て
い
る
け
ど
、
な
ぜ
か
孤
独
を
感
じ

る
」
な
ど
の
声
も
挙
が
っ
て
い
ま
す
。
特

徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
の

個
人
的
な
で
き
ご
と
や
雑
談
だ
け
を
す
る

回
を
設
け
て
い
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。
Ｓ

Ｈ
Ｇ
は
ピ
ア
（
お
互
い
が
対
等
な
仲
間
）

で
あ
る
こ
と
が
基
盤
で
す
の
で
、
会
わ
な

く
な
る
こ
と
で
減
っ
て
し
ま
っ
た
メ
ン

バ
ー
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
意
図

的
に
補
お
う
と
い
う
試
み
で
す
。

② 

学
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー

「
学
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー
」
へ
の
活
用
は
、

比
較
的
し
や
す
い
よ
う
で
す
。
講
師
・
事

務
局
・
参
加
者
全
員
が
自
宅
な
ど
か
ら
参

＊ 本日のご相談 ＊

オンラインの活動って、どんな感じ？ 
～ セルフヘルプグループ（SHG）の場合 ～

このコーナーは、TVACに
寄せられた相談をもとに、市民
活動やNPOの運営にまつわる
ヒントを紹介しています。あすマネ

明日からすぐにマネ（真似・マネジメント）できる！

●
Ｓ
Ｈ
Ｇ
に
対
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

一
部
の
Ｓ
Ｈ
Ｇ
は
、
他
の
市
民
活
動
団
体

よ
り
早
い
時
期
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
受
け
始
め
て
い
ま
し
た
。
最
初
に

相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
の
は
２
月
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
か
ら
徐
々
に
、
活
動
を
休
止
す
る
団
体

が
増
え
る
一
方
、
当
事
者
が
集
ま
る
場
、
い

わ
ゆ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
は
３
月
ま
で
、

対
策
を
と
り
な
が
ら
な
ん
と
か
開
催
し
た
と

い
う
団
体
も
あ
り
ま
し
た
。「
こ
の
活
動
が

支
え
と
い
う
人
た
ち
が
い
る
」
と
い
う
切
実

な
理
由
か
ら
で
し
た
。
３
月
に
な
る
と
早
く

か
ら
活
動
休
止
を
し
て
い
た
Ｓ
Ｈ
Ｇ
か
ら「
疲

れ
た
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
４
月

に
は
、
活
動
再
開
の
見
通
し
が
立
た
な
い
こ

と
へ
の
不
安
や
、
グ
ル
ー
プ
の
存
続
に
関
わ

る
相
談
が
増
え
、
同
時
に
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活

用
を
模
索
す
る
団
体
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

●
Ｓ
Ｈ
Ｇ
に
お
け
る

オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用

Ｓ
Ｈ
Ｇ
に
お
い
て
は
、
①
運
営
メ
ン

バ
ー
等
の
会
議
、②
学
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー
、

③
情
報
発
信
、
④
交
流
会
・
懇
親
会
、
⑤

相
談
事
業
、
⑥
当
事
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

の
６
つ
の
場
面
に
お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ー
ル
の
活
用
が
み
ら
れ
ま
す
。

ネットワーク  2020/6 17

20-05-094_006_特集など.indd   17 2020/06/17   10:26:57



                             

加
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
世
界
中
ど
こ

か
ら
で
も
画
面
を
通
し
て
講
義
を
聞
く
・

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
参
加
者
と
の
や

り
取
り
を
減
ら
し
、
質
問
は
チ
ャ
ッ
ト
機

能
で
受
け
る
な
ど
ほ
ぼ
一
方
通
行
の
発
信

に
絞
る
こ
と
で
、
慣
れ
て
い
な
い
事
務
局

で
も
少
な
い
負
担
で
実
施
で
き
ま
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
こ
と

に
よ
り
、
遠
方
か
ら
の
参
加
も
可
能
に
な

り
「
参
加
者
が
増
え
た
」
と
感
じ
て
い
る

団
体
が
多
い
よ
う
で
す
。

一
方
で
「
案
内
メ
ー
ル
が
先
方
の
携
帯

に
う
ま
く
送
れ
な
い
」「
使
い
方
を
説
明

す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
」「
セ
ミ
ナ
ー

受
講
後
の
つ
な
が
り
に
は
結
び
つ
か
な

か
っ
た
」
な
ど
、
手
間
が
増
え
た
り
、
こ

れ
ま
で
の
講
座
に
期
待
す
る
効
果
が
得
ら

れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で

す
。
時
「々
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
だ
と
、

参
加
費
の
受
け
取
り
が
難
し
い
」
と
い
う

声
を
耳
に
し
ま
す
が
、
最
近
で
は
、
法
人

格
の
な
い
任
意
団
体
で
も
数
百
円
か
ら
の

支
払
い
に
利
用
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済

が
あ
り
、
実
際
に
利
用
し
て
い
る
Ｓ
Ｈ
Ｇ

も
あ
り
ま
す
。

実
際
の
開
催
で
は
、
資
料
の
取
り
扱
い

と
質
問
の
受
け
方
、
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
悩

む
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
資
料
は
、
事

前
に
紙
で
配
布
し
に
く
い
で
す
が
、当
日
、

画
面
で
資
料
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
だ

け
で
な
く
、
著
作
権
な
ど
に
つ
い
て
も
留

意
が
必
要
で
す
。

③ 

情
報
発
信

情
報
発
信
を
積
極
的
に
は
じ
め
た
Ｓ
Ｈ

Ｇ
も
あ
り
ま
す
。Y

ouT
ube

で
自
身
の

体
験
や
仲
間
と
の
対
談
を
発
信
し
た
り
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
メ
ン
バ
ー
が
「
つ
ぶ
や
き
」
を

書
い
た
り
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
生
活
が
大
き
く
変
わ
っ
て
、
苦
し

い
思
い
や
し
ん
ど
さ
が
増
し
て
い
る
人
た

ち
に
「
一
人
じ
ゃ
な
い
よ
」
を
届
け
る
活

動
で
す
。
実
名
や
住
所
を
お
互
い
に
明
か

さ
ず
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て

は
、
仲
間
と
つ
な
が
り
続
け
る
た
め
の
活

動
で
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
大
変
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
個

人
的
な
体
験
を
動
画
を
通
じ
て
発
信
を
し

て
い
る
と
、
時
に
い
わ
れ
の
な
い
嫌
が
ら

せ
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
分
や

大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
も
、
ど
こ
ま
で

の
情
報
を
出
す
の
か
、
書
き
込
み
欄
を
ど

う
取
り
扱
う
か
な
ど
、
発
信
の
基
準
を
決

め
た
り
対
策
を
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
な

ど
も
重
要
で
す
。

④ 

交
流
会・懇
親
会

交
流
会
・
懇
親
会
に
つ
い
て
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
や
る
の
が
難
し
い
…
と
い
う
声

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
団

体
は
、
匿
名
参
加
が
で
き
る
オ
ー
プ
ン

チ
ャ
ッ
ト
を
活
用
し
た
り
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の

機
能
を
つ
か
っ
て
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

た
交
流
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ

イ
ン
の
弱
点
は「
大
人
数
で
は
話
せ
な
い
」

「〝
あ
な
た
と
話
し
た
い
〞
が
難
し
い
」
と

い
う
点
に
あ
り
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト
は
、
リ

ア
ル
な
交
流
会
で
は
座
っ
た
席
の
「
近
く

の
人
と
し
か
話
せ
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
お

互
い
の
距
離
は
一
定
の
た
め
、
誰
と
で
も

話
す
機
会
が
あ
る
と
い
う
点
で
す
。

【SHGに対する新型コロナウイルスの影響】

・何もできなくなってしまった。

・活動の中心であるミーティングが３密のため開催できない。

・数人だけでも…と思ったが、普段借りている会場が閉館になっ
た。

・会の収入がなくなってしまった。

・イベントを中止したが、チラシ印刷費はすでに支払い済み。会
にお金はなく、赤字（個人の持ち出し）のまま。

・コロナに対する感覚がみんな違って、今後を話しあうのが難し
い。

・これまで通りのコミュニケーションができなくなったことで、運
営メンバー間にも距離が生まれてしまった。

・先の計画を立てられない、予定を考えられる状況にない。

・グループにつながったばかりの方と、交流が途絶えてしまった。

・参加者には「居場所」だったこの活動が断絶してしまった。

・法人格もなく、規模も小さく、寄付頼みだったので、公的な支
援策の対象にならない。

・活動をしなければ支出はないので、運営面のダメージはない。

・コロナの影響による家族間の軋轢に関わる相談が寄せられる
ようになった。

・性暴力などの危険度は増しているが、ロビイングができない。

・当事者運動体としては暇になった。

【心配していること】

・参加できる活動がなくなり、会員離れが進む。

・活動を再開しても、感染への不安で参加できない人がいるかも。

・感染リスクが高いメンバーが多く、再開の判断ができない。

・実際に会うことを大切にしているため、この先どのように活動
していけばいいのか…。

・活動休止により、相談・励まし合いの機会がないことで、深刻
さが増していく人がいるのではと心配。

・この状態が長引くと、精神的に調子を崩してしまう人が増えて
しまうのではないかと危惧している。

・「閉じこもり」状態の人が多いので今はなんとか過ごせている。
しかし、このまま状況が長引けば、個々の生活に新たな問題
が発生しそう。
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①

                             

当
セ
ン
タ
ー
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

か
ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
、
当
事
者
主

体
の
活
動
を
し
て
い
る
Ｓ
Ｈ
Ｇ
に
も
大
き

く
及
ん
で
い
ま
す
。
Ｓ
Ｈ
Ｇ
は
、
当
事
者

同
士
が
出
会
い
・
つ
な
が
る
こ
と
を
大
事

に
し
て
お
り
、
直
接
会
う
活
動
を
主
に
し

て
い
る
団
体
も
多
く
、
こ
れ
ま
で
通
り
の

活
動
が
全
く
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

グ
ル
ー
プ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
難
病
等
で
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
メ
ン

バ
ー
が
い
る
Ｓ
Ｈ
Ｇ
は
、
他
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
よ

り
も
早
い
時
期
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
運
営
メ
ン
バ
ー
と
参
加
者
の
「
安

心
安
全
」を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く
か
、

活
動
の
再
開
に
向
け
た
判
断
は
容
易
で
は

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
方
で
、
Ｓ
Ｈ
Ｇ
の
活
動
は
、
た
く
さ

ん
の
「
当
事
者
」「
市
民
」
に
と
っ
て
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。
月
に
数

回
の
Ｓ
Ｈ
Ｇ
の
集
ま
り
で
仲
間
に
会
え
る

こ
と
で
日
々
を
過
ご
せ
て
い
る
方
も
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
大
切
な
場
が
休
止
と

な
り
、
再
開
の
見
通
し
も
立
た
な
い
…
。

「
仲
間
が
昼
間
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」「
ゲ
ー
ム
に

依
存
し
て
し
ま
っ
て
家
か
ら
出
て
い
な

い
」
と
い
う
声
も
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
多
く
の
Ｓ
Ｈ

Ｇ
が
、
今
で
き
る
こ
と
や
新
た
な
活
動
の

仕
方
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

① 

運
営
メ
ン
バ
ー
等
の
会
議

ま
ず
は
「
運
営
メ
ン
バ
ー
の
会
議
」
か

ら
導
入
す
る
グ
ル
ー
プ
が
多
い
よ
う
で

す
。
使
用
す
る
ツ
ー
ル
は
様
々
で
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
ビ
デ
オ
通
話
な
ど
普
段
使
っ
て
い

る
ア
プ
リ
を
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
会
議
や
打
ち
合
わ
せ
な
ど
、
運
営
面

で
の
導
入
を
通
し
て
活
動
へ
の
活
用
を
検

討
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
活
用
し
た
団

体
か
ら
は
「
思
い
立
っ
た
時
す
ぐ
に
会
議

が
で
き
て
便
利
」「（
疾
病
等
が
）
重
い
状

態
の
メ
ン
バ
ー
も
家
か
ら
参
加
で
き
る
」

と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、「
画
面
越
し

だ
と
雰
囲
気
が
わ
か
ら
な
い
」「
話
し
出

す
タ
イ
ミ
ン
グ
が
わ
か
ら
な
い
」「
顔
は

見
え
て
い
る
け
ど
、
な
ぜ
か
孤
独
を
感
じ

る
」
な
ど
の
声
も
挙
が
っ
て
い
ま
す
。
特

徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
の

個
人
的
な
で
き
ご
と
や
雑
談
だ
け
を
す
る

回
を
設
け
て
い
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。
Ｓ

Ｈ
Ｇ
は
ピ
ア
（
お
互
い
が
対
等
な
仲
間
）

で
あ
る
こ
と
が
基
盤
で
す
の
で
、
会
わ
な

く
な
る
こ
と
で
減
っ
て
し
ま
っ
た
メ
ン

バ
ー
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
意
図

的
に
補
お
う
と
い
う
試
み
で
す
。

② 

学
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー

「
学
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー
」
へ
の
活
用
は
、

比
較
的
し
や
す
い
よ
う
で
す
。
講
師
・
事

務
局
・
参
加
者
全
員
が
自
宅
な
ど
か
ら
参

＊ 本日のご相談 ＊

オンラインの活動って、どんな感じ？ 
～ セルフヘルプグループ（SHG）の場合 ～

このコーナーは、TVACに
寄せられた相談をもとに、市民
活動やNPOの運営にまつわる
ヒントを紹介しています。あすマネ

明日からすぐにマネ（真似・マネジメント）できる！

●
Ｓ
Ｈ
Ｇ
に
対
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

一
部
の
Ｓ
Ｈ
Ｇ
は
、
他
の
市
民
活
動
団
体

よ
り
早
い
時
期
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
受
け
始
め
て
い
ま
し
た
。
最
初
に

相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
の
は
２
月
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
か
ら
徐
々
に
、
活
動
を
休
止
す
る
団
体

が
増
え
る
一
方
、
当
事
者
が
集
ま
る
場
、
い

わ
ゆ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
は
３
月
ま
で
、

対
策
を
と
り
な
が
ら
な
ん
と
か
開
催
し
た
と

い
う
団
体
も
あ
り
ま
し
た
。「
こ
の
活
動
が

支
え
と
い
う
人
た
ち
が
い
る
」
と
い
う
切
実

な
理
由
か
ら
で
し
た
。
３
月
に
な
る
と
早
く

か
ら
活
動
休
止
を
し
て
い
た
Ｓ
Ｈ
Ｇ
か
ら「
疲

れ
た
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
４
月

に
は
、
活
動
再
開
の
見
通
し
が
立
た
な
い
こ

と
へ
の
不
安
や
、
グ
ル
ー
プ
の
存
続
に
関
わ

る
相
談
が
増
え
、
同
時
に
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活

用
を
模
索
す
る
団
体
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

●
Ｓ
Ｈ
Ｇ
に
お
け
る

オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用

Ｓ
Ｈ
Ｇ
に
お
い
て
は
、
①
運
営
メ
ン

バ
ー
等
の
会
議
、②
学
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー
、

③
情
報
発
信
、
④
交
流
会
・
懇
親
会
、
⑤

相
談
事
業
、
⑥
当
事
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

の
６
つ
の
場
面
に
お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ー
ル
の
活
用
が
み
ら
れ
ま
す
。
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【顔を出すことを必須としている】

・初めての参加者には、事前に運営メンバーが面談をしている。顔を出した
くない場合は、マスクまではOKとしている。

・運営メンバーの安心安全を守るためにも、全員が顔を出して参加してもら
う必要があると考えている。

・あくまでもみんなで集まる代わりのオンラインだから。

【顔を出さなくても参加できる】

・基本的には本人の判断にゆだねている。家庭の都合もあるため。

・参加のハードルを下げるために、顔は出さなくても参加できるようにしている。

・主催メンバーも顔を出していない。自己紹介は必須にしている。

・顔も音声もNGで、チャットだけなら参加できるという人がいたため。

・参加者にも事情があると思うので。

https://www.tvac.or.jp/special/covid-qa/
SHGにおけるオンラインの活用法などは、
こちらからご覧いただくことができます。

化
を
検
討
す
る
際
、
し
ば
し
ば
「
難
し
い

問
題
」
と
し
て
挙
が
る
の
が
「
顔
を
出
し

て
の
参
加
を
必
須
と
す
る
か
」「
顔
を
出

さ
な
く
て
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る

か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
主
催

者
の
判
断
と
し
て
事
前
に
ル
ー
ル
を
決
め

て
お
い
た
方
が
い
い
の
で
す
が
、
団
体
内

で
も
い
ろ
い
ろ
な
考
え
が
あ
っ
て
一
つ
に

合
意
す
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
参
考
ま
で
に
、
い
く
つ
か
の
団

体
の
例
や
考
え
方
を
紹
介
し
ま
す
（
囲
み

記
事
③
）。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
の
課
題

▪ 

誰
に
と
っ
て
も
便
利
︙
で
は
な
い

オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

は
、
遠
方
か
ら
の
参
加
が
可
能
な
こ
と
、

自
宅
か
ら
出
る
の
が
難
し
い
状
況
の
人
も

参
加
で
き
る
こ
と
、
交
通
費
と
時
間
の
削

減
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な

か
っ
た
り
、
ス
マ
ホ
な
ど
を
持
っ
て
い
な

い
人
た
ち
も
い
ま
す
。
ま
た
、「
家
族
に

聞
か
れ
た
く
な
い
」「〝
当
事
者
〞
で
あ
る

こ
と
を
知
ら
れ
た
く
な
い
」「
自
宅
の
パ

ソ
コ
ン
は
家
族
と
共
有
」
と
い
う
人
も
少

な
く
な
い
た
め
、
誰
に
と
っ
て
も
参
加
し

や
す
い
と
は
言
い
難
い
の
が
現
状
で
す
。

音
声
で
の
や
り
取
り
が
主
に
な
る
こ
と

も
あ
り
、
団
体
か
ら
も
「
多
様
な
人
へ
の

配
慮
が
保
障
で
き
な
い
中
で
開
催
す
る
の

は
、
望
ま
し
く
な
い
」「
ス
マ
ホ
が
な
い

人
た
ち
が
、
つ
な
が
り
自
体
か
ら
抜
け
落

ち
て
し
ま
わ
な
い
か
危
惧
し
て
い
る
」
な

ど
の
声
を
耳
に
し
ま
す
。
同
時
に
「
ス
マ

ホ
は
あ
る
け
ど
、
絶
対
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
は
し
た
く
な
い
」と
い
う
人
も
い
ま
す
。

▪
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
活
動
で
は
、
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
の
役
割
が
重
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
参
加
者
の
様
子
を
見
な
が
ら
進
行

を
し
た
り
、
話
し
て
い
る
人
に
「
聞
い
て

い
る
よ
」
と
反
応
し
た
り
、
チ
ャ
ッ
ト
を

確
認
し
た
り
と
、
広
く
ア
ン
テ
ナ
を
張
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。「
誰
で
も
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
」「
人
に
よ
り
、
場
に
ば
ら

つ
き
が
出
て
し
ま
う
」
な
ど
、
苦
労
し
て

い
る
団
体
が
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
難
病

等
の
当
事
者
団
体
か
ら
は
、「
疲
労
が
激

し
い
」「
１
時
間
が
限
界
」
と
い
う
声
も

聞
か
れ
ま
す
。

● 

こ
れ
か
ら
の
当
事
者
活
動

現
在
、
多
く
の
団
体
で
導
入
・
検
討
が

進
ん
で
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
活
動
で

す
が
、
当
事
者
団
体
・
Ｓ
Ｈ
Ｇ
に
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
代
え
ら
れ
な
い
活
動
や
価
値

も
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン

で
は
参
加
し
に
く
い
仲
間
も
い
ま
す
。
こ

の
先
、
リ
ア
ル
な
集
ま
り
を
再
開
す
る
グ

ル
ー
プ
も
あ
れ
ば
（
会
場
か
ら
新
た
に
参

加
者
の
連
絡
先
を
把
握
す
る
こ
と
な
ど

を
求
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
）、
こ
れ
を

機
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
り
替
え
る
グ
ル
ー

プ
、
両
立
さ
せ
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま

す
。
会
場
予
約
や
準
備
な
ど
、
リ
ア
ル
な

集
ま
り
に
負
担
を
感
じ
て
い
た
グ
ル
ー
プ

か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
は
負
担
が
少
な
い
と

い
う
声
も
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
導
入
が
活

動
継
続
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
、
多
様
な
当

事
者
団
体
が
連
携
し
て
テ
ー
マ
や
分
野
を

越
え
た
つ
な
が
り
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
試

み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す

当
事
者
活
動
の
多
様
化
が
す
す
ん
で
い
き

そ
う
で
す
が
、
そ
れ
が
結
果
的
に
Ｓ
Ｈ
Ｇ

を
選
択
し
や
す
い
環
境
に
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
今

後
に
向
け
て
の
Ｓ
Ｈ
Ｇ
の
言
葉
を
紹
介
し

ま
す
。

▪
活
動
が
全
部
オ
ン
ラ
イ
ン
で
代
替
で
き

る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
人
と

人
の
関
わ
り
や
癒
し
の
感
覚
、
そ
う
い

う
も
の
を
失
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。

▪
今
で
き
る
こ
と
は
、
自
分
た
ち
が
元
気

で
い
る
こ
と
。「
い
つ
か
再
開
す
る
」

と
い
う
決
意
。

 

（
相
談
担
当
　
森
玲
子
）

囲み記事

③

                             

⑤ 

相
談
事
業

Ｓ
Ｈ
Ｇ
の
中
に
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
休

止
に
伴
い
、
期
間
限
定
で
相
談
を
受
け
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
相
談
の
方
法

と
し
て
は
、
電
話
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
が
多
い
よ
う
で
す
。
メ
ー
ル
は
「
す
ぐ

に
返
信
が
き
て
、
や
り
取
り
が
増
え
て
大

変
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
声
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

の
相
談
は
、
時
間
を
限
定
し
て
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
で
、
家
の
中
か

ら
は
相
談
で
き
な
い
利
用
者
も
少
な
く
な

い
た
め
、「
相
手
が
押
し
入
れ
の
中
か
ら

相
談
し
て
き
た
」「
車
の
中
か
ら
ス
マ
ホ

で
連
絡
し
て
き
た
」
と
い
う
状
況
も
あ
り

ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
へ
の

参
加
に
不
安
が
あ
る
方
や
、
切
羽
詰
ま
っ

た
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
方
に
と
っ
て

は
、
Ｓ
Ｈ
Ｇ
が
相
談
を
受
け
て
く
れ
る
こ

と
は
大
き
な
救
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
切

迫
し
た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

Ｓ
Ｈ
Ｇ
に
と
っ
て
は
、
適
切
な
つ
な
ぎ
先

の
情
報
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

⑥ 

当
事
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

当
事
者
の
集
ま
り
（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

は
、
多
く
の
Ｓ
Ｈ
Ｇ
に
と
っ
て
中
心
的
な

活
動
で
す
が
、
安
心
し
て
話
せ
る
よ
う
閉

じ
ら
れ
た
空
間
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
再
開
の
め
ど
が
立
た
な
い
団
体
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
最
も
再
開
が
望
ま
れ
る
活

動
で
あ
り
な
が
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
つ

い
て
最
も
慎
重
に
検
討
さ
れ
て
い
る
活
動

で
す
。
ま
ず
は
、
当
事
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
取
り
巻
く
現
状
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し

ま
す
（
囲
み
記
事
②
）。

●
顔
を
だ
す
か
、出
さ
な
い
か

当
事
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
を
検
討
す
る
際
、
し
ば
し
ば
「
難
し
い

問
題
」
と
し
て
挙
が
る
の
が
「
顔
を
出
し

て
の
参
加
を
必
須
と
す
る
か
」「
顔
を
出

さ
な
く
て
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る

か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
主
催

者
の
判
断
と
し
て
事
前
に
ル
ー
ル
を
決
め

て
お
い
た
方
が
い
い
の
で
す
が
、
団
体
内

で
も
い
ろ
い
ろ
な
考
え
が
あ
っ
て
一
つ
に

合
意
す
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
参
考
ま
で
に
、
い
く
つ
か
の
団

体
の
例
や
考
え
方
を
紹
介
し
ま
す
（
囲
み

記
事
③
）。

【当事者ミーティングの現状】

・ミーティングは休んでいるが、これができないとなると、会の存在意義があるの
か…。

・参加人数が多くリアルな場で「密」にならないように開催するのは大変。定員を
減らして回数を増やすのは事務局の負担が大きく、オンラインに切り替えた。

・参加の垣根を下げるために、事前申込不要でやってきた。毎回参加者が違うし、
人数もわからないため、オンライン開催はできない。

【オンライン化についての心配】

・オンラインミーティングを体感した人は、再開後リアルな場に足を運んでくれる
だろうか。

・オンライン開催のために申込制にしたら「匿名性」を担保しにくいのではと懸念。

・信頼関係がないと成り立たない場なので、オンライン開催でどこまで可能か…。

・その場にいる人の話を聞いてから「話す・話さないを決めていい」というあいま
いな参加を大切にしてきたので、オンラインで「順番に話す」スタイルはそぐわ
ない。

・団体の性質上、当事者でない人が入ってこられないようにしたい。

・画面の向こう側の様子がわからないことが不安（誰が聞いているか）。

・リアルな場と違って、オンラインミーティングは、外から部屋の中の様子を伺っ
たり、のぞき見することができず、ハードルが高い。

【安心して話せる場をつくる工夫】

・いつもより規模を縮小して数名でオンライン開催している。希望者は多いが、団
体としてちゃんと運営できる規模で開催。

・普段のグラウンドルールに加え、オンライン用のルールを追加した。

・音声や画面の録音はしないことをルールにしている。その場だけで流れて消えて
いく話だからこそ、気楽に話せる。

・事前申し込みをしてくれた人に招待メールを送っている。

・待機室機能を使い、そこで事務局とチャットしてから入室してもらっている。

・初めての方は、まず 10 分お試し参加などができるようにしている。

・スタッフが誰でも進行できるように、オンライン用台本を作っている。

・聞いていることが伝わるようにうなずくなど、反応に気を付けている。

・リアルな場では、人の話を聞いているときに 「うん、わかる」とか 「そうなんだ
よねー」というつぶやきができたり、聞けたりすることがとても大事だった。オン
ラインでは、チャット機能を使って、いつでもなんでもつぶやけるようにしている。

・主催メンバーは、参加者の様子全体が見えるようにギャラリービューにして、参
加者一覧、チャットとともに注意を払う。結構、気を遣う。

【オンラインミーティングのトラブルと対応】

・ハウリング対策だけでなく、生活音やカフェなど周りの音が大きい人への対応と
して、ホストがミュートを管理する。

・イヤフォンとＰＣの相性によっては、話していてもマイクが音を拾わないことがあ
る。または、初めてでなくてもうまく参加ができないことがある。いろんなトラ
ブルを想定して、開始時間より前から待機している。      

・事前に練習会を開催する。                                       

【やってみて気づいたこと】

・参加費を受け取れなくなったが、むしろ無料だから気軽にできると感じている。

・オンラインの方がよく発言してくれる人がいる。

・オンラインで集まっても、結局コロナの話をして終わったりしているが、同じ仲
間と話せる場があること自体が求められていると感じている。
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【顔を出すことを必須としている】

・初めての参加者には、事前に運営メンバーが面談をしている。顔を出した
くない場合は、マスクまではOKとしている。

・運営メンバーの安心安全を守るためにも、全員が顔を出して参加してもら
う必要があると考えている。

・あくまでもみんなで集まる代わりのオンラインだから。

【顔を出さなくても参加できる】

・基本的には本人の判断にゆだねている。家庭の都合もあるため。

・参加のハードルを下げるために、顔は出さなくても参加できるようにしている。

・主催メンバーも顔を出していない。自己紹介は必須にしている。

・顔も音声もNGで、チャットだけなら参加できるという人がいたため。

・参加者にも事情があると思うので。

https://www.tvac.or.jp/special/covid-qa/
SHGにおけるオンラインの活用法などは、
こちらからご覧いただくことができます。

化
を
検
討
す
る
際
、
し
ば
し
ば
「
難
し
い

問
題
」
と
し
て
挙
が
る
の
が
「
顔
を
出
し

て
の
参
加
を
必
須
と
す
る
か
」「
顔
を
出

さ
な
く
て
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る

か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
主
催

者
の
判
断
と
し
て
事
前
に
ル
ー
ル
を
決
め

て
お
い
た
方
が
い
い
の
で
す
が
、
団
体
内

で
も
い
ろ
い
ろ
な
考
え
が
あ
っ
て
一
つ
に

合
意
す
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
参
考
ま
で
に
、
い
く
つ
か
の
団

体
の
例
や
考
え
方
を
紹
介
し
ま
す
（
囲
み

記
事
③
）。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
の
課
題

▪ 

誰
に
と
っ
て
も
便
利
︙
で
は
な
い

オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

は
、
遠
方
か
ら
の
参
加
が
可
能
な
こ
と
、

自
宅
か
ら
出
る
の
が
難
し
い
状
況
の
人
も

参
加
で
き
る
こ
と
、
交
通
費
と
時
間
の
削

減
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な

か
っ
た
り
、
ス
マ
ホ
な
ど
を
持
っ
て
い
な

い
人
た
ち
も
い
ま
す
。
ま
た
、「
家
族
に

聞
か
れ
た
く
な
い
」「〝
当
事
者
〞
で
あ
る

こ
と
を
知
ら
れ
た
く
な
い
」「
自
宅
の
パ

ソ
コ
ン
は
家
族
と
共
有
」
と
い
う
人
も
少

な
く
な
い
た
め
、
誰
に
と
っ
て
も
参
加
し

や
す
い
と
は
言
い
難
い
の
が
現
状
で
す
。

音
声
で
の
や
り
取
り
が
主
に
な
る
こ
と

も
あ
り
、
団
体
か
ら
も
「
多
様
な
人
へ
の

配
慮
が
保
障
で
き
な
い
中
で
開
催
す
る
の

は
、
望
ま
し
く
な
い
」「
ス
マ
ホ
が
な
い

人
た
ち
が
、
つ
な
が
り
自
体
か
ら
抜
け
落

ち
て
し
ま
わ
な
い
か
危
惧
し
て
い
る
」
な

ど
の
声
を
耳
に
し
ま
す
。
同
時
に
「
ス
マ

ホ
は
あ
る
け
ど
、
絶
対
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
は
し
た
く
な
い
」と
い
う
人
も
い
ま
す
。

▪
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
活
動
で
は
、
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
の
役
割
が
重
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
参
加
者
の
様
子
を
見
な
が
ら
進
行

を
し
た
り
、
話
し
て
い
る
人
に
「
聞
い
て

い
る
よ
」
と
反
応
し
た
り
、
チ
ャ
ッ
ト
を

確
認
し
た
り
と
、
広
く
ア
ン
テ
ナ
を
張
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。「
誰
で
も
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
」「
人
に
よ
り
、
場
に
ば
ら

つ
き
が
出
て
し
ま
う
」
な
ど
、
苦
労
し
て

い
る
団
体
が
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
難
病

等
の
当
事
者
団
体
か
ら
は
、「
疲
労
が
激

し
い
」「
１
時
間
が
限
界
」
と
い
う
声
も

聞
か
れ
ま
す
。

● 

こ
れ
か
ら
の
当
事
者
活
動

現
在
、
多
く
の
団
体
で
導
入
・
検
討
が

進
ん
で
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
活
動
で

す
が
、
当
事
者
団
体
・
Ｓ
Ｈ
Ｇ
に
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
代
え
ら
れ
な
い
活
動
や
価
値

も
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン

で
は
参
加
し
に
く
い
仲
間
も
い
ま
す
。
こ

の
先
、
リ
ア
ル
な
集
ま
り
を
再
開
す
る
グ

ル
ー
プ
も
あ
れ
ば
（
会
場
か
ら
新
た
に
参

加
者
の
連
絡
先
を
把
握
す
る
こ
と
な
ど

を
求
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
）、
こ
れ
を

機
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
り
替
え
る
グ
ル
ー

プ
、
両
立
さ
せ
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま

す
。
会
場
予
約
や
準
備
な
ど
、
リ
ア
ル
な

集
ま
り
に
負
担
を
感
じ
て
い
た
グ
ル
ー
プ

か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
は
負
担
が
少
な
い
と

い
う
声
も
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
導
入
が
活

動
継
続
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
、
多
様
な
当

事
者
団
体
が
連
携
し
て
テ
ー
マ
や
分
野
を

越
え
た
つ
な
が
り
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
試

み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す

当
事
者
活
動
の
多
様
化
が
す
す
ん
で
い
き

そ
う
で
す
が
、
そ
れ
が
結
果
的
に
Ｓ
Ｈ
Ｇ

を
選
択
し
や
す
い
環
境
に
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
今

後
に
向
け
て
の
Ｓ
Ｈ
Ｇ
の
言
葉
を
紹
介
し

ま
す
。

▪
活
動
が
全
部
オ
ン
ラ
イ
ン
で
代
替
で
き

る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
人
と

人
の
関
わ
り
や
癒
し
の
感
覚
、
そ
う
い

う
も
の
を
失
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。

▪
今
で
き
る
こ
と
は
、
自
分
た
ち
が
元
気

で
い
る
こ
と
。「
い
つ
か
再
開
す
る
」

と
い
う
決
意
。

 

（
相
談
担
当
　
森
玲
子
）
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⑤ 

相
談
事
業

Ｓ
Ｈ
Ｇ
の
中
に
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
休

止
に
伴
い
、
期
間
限
定
で
相
談
を
受
け
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
相
談
の
方
法

と
し
て
は
、
電
話
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
が
多
い
よ
う
で
す
。
メ
ー
ル
は
「
す
ぐ

に
返
信
が
き
て
、
や
り
取
り
が
増
え
て
大

変
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
声
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

の
相
談
は
、
時
間
を
限
定
し
て
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
で
、
家
の
中
か

ら
は
相
談
で
き
な
い
利
用
者
も
少
な
く
な

い
た
め
、「
相
手
が
押
し
入
れ
の
中
か
ら

相
談
し
て
き
た
」「
車
の
中
か
ら
ス
マ
ホ

で
連
絡
し
て
き
た
」
と
い
う
状
況
も
あ
り

ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
へ
の

参
加
に
不
安
が
あ
る
方
や
、
切
羽
詰
ま
っ

た
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
方
に
と
っ
て

は
、
Ｓ
Ｈ
Ｇ
が
相
談
を
受
け
て
く
れ
る
こ

と
は
大
き
な
救
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
切

迫
し
た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

Ｓ
Ｈ
Ｇ
に
と
っ
て
は
、
適
切
な
つ
な
ぎ
先

の
情
報
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

⑥ 

当
事
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

当
事
者
の
集
ま
り
（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

は
、
多
く
の
Ｓ
Ｈ
Ｇ
に
と
っ
て
中
心
的
な

活
動
で
す
が
、
安
心
し
て
話
せ
る
よ
う
閉

じ
ら
れ
た
空
間
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
再
開
の
め
ど
が
立
た
な
い
団
体
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
最
も
再
開
が
望
ま
れ
る
活

動
で
あ
り
な
が
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
つ

い
て
最
も
慎
重
に
検
討
さ
れ
て
い
る
活
動

で
す
。
ま
ず
は
、
当
事
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
取
り
巻
く
現
状
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し

ま
す
（
囲
み
記
事
②
）。

●
顔
を
だ
す
か
、出
さ
な
い
か

当
事
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
を
検
討
す
る
際
、
し
ば
し
ば
「
難
し
い

問
題
」
と
し
て
挙
が
る
の
が
「
顔
を
出
し

て
の
参
加
を
必
須
と
す
る
か
」「
顔
を
出

さ
な
く
て
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る

か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
主
催

者
の
判
断
と
し
て
事
前
に
ル
ー
ル
を
決
め

て
お
い
た
方
が
い
い
の
で
す
が
、
団
体
内

で
も
い
ろ
い
ろ
な
考
え
が
あ
っ
て
一
つ
に

合
意
す
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
参
考
ま
で
に
、
い
く
つ
か
の
団

体
の
例
や
考
え
方
を
紹
介
し
ま
す
（
囲
み

記
事
③
）。

【当事者ミーティングの現状】

・ミーティングは休んでいるが、これができないとなると、会の存在意義があるの
か…。

・参加人数が多くリアルな場で「密」にならないように開催するのは大変。定員を
減らして回数を増やすのは事務局の負担が大きく、オンラインに切り替えた。

・参加の垣根を下げるために、事前申込不要でやってきた。毎回参加者が違うし、
人数もわからないため、オンライン開催はできない。

【オンライン化についての心配】

・オンラインミーティングを体感した人は、再開後リアルな場に足を運んでくれる
だろうか。

・オンライン開催のために申込制にしたら「匿名性」を担保しにくいのではと懸念。

・信頼関係がないと成り立たない場なので、オンライン開催でどこまで可能か…。

・その場にいる人の話を聞いてから「話す・話さないを決めていい」というあいま
いな参加を大切にしてきたので、オンラインで「順番に話す」スタイルはそぐわ
ない。

・団体の性質上、当事者でない人が入ってこられないようにしたい。

・画面の向こう側の様子がわからないことが不安（誰が聞いているか）。

・リアルな場と違って、オンラインミーティングは、外から部屋の中の様子を伺っ
たり、のぞき見することができず、ハードルが高い。

【安心して話せる場をつくる工夫】

・いつもより規模を縮小して数名でオンライン開催している。希望者は多いが、団
体としてちゃんと運営できる規模で開催。

・普段のグラウンドルールに加え、オンライン用のルールを追加した。

・音声や画面の録音はしないことをルールにしている。その場だけで流れて消えて
いく話だからこそ、気楽に話せる。

・事前申し込みをしてくれた人に招待メールを送っている。

・待機室機能を使い、そこで事務局とチャットしてから入室してもらっている。

・初めての方は、まず 10 分お試し参加などができるようにしている。

・スタッフが誰でも進行できるように、オンライン用台本を作っている。

・聞いていることが伝わるようにうなずくなど、反応に気を付けている。

・リアルな場では、人の話を聞いているときに 「うん、わかる」とか 「そうなんだ
よねー」というつぶやきができたり、聞けたりすることがとても大事だった。オン
ラインでは、チャット機能を使って、いつでもなんでもつぶやけるようにしている。

・主催メンバーは、参加者の様子全体が見えるようにギャラリービューにして、参
加者一覧、チャットとともに注意を払う。結構、気を遣う。

【オンラインミーティングのトラブルと対応】

・ハウリング対策だけでなく、生活音やカフェなど周りの音が大きい人への対応と
して、ホストがミュートを管理する。

・イヤフォンとＰＣの相性によっては、話していてもマイクが音を拾わないことがあ
る。または、初めてでなくてもうまく参加ができないことがある。いろんなトラ
ブルを想定して、開始時間より前から待機している。      

・事前に練習会を開催する。                                       

【やってみて気づいたこと】

・参加費を受け取れなくなったが、むしろ無料だから気軽にできると感じている。

・オンラインの方がよく発言してくれる人がいる。

・オンラインで集まっても、結局コロナの話をして終わったりしているが、同じ仲
間と話せる場があること自体が求められていると感じている。
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ゆ
め
応
援
フ
ァ
ン
ド
助
成
に
つ
い

て
は
、
10
団
体(

う
ち
５
団
体
は
当
事

者
活
動)

へ
の
助
成
を
決
定
、
加
え
て

２
０
１
８
年
度
と
２
０
１
９
年
度
か
ら

の
助
成
決
定
団
体
の
う
ち
各
２
団
体
へ

の
継
続
助
成
を
含
め
、合
計
で
14
団
体

に
助
成
が
決
定
し
ま
し
た
。

本
年
度
も
引
き
続
き
、
当
事
者
グ

ル
ー
プ
・
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
な

ど
、同
じ
経
験
や
体
験
の
あ
る
人
同
士

の
会
の
活
動
や
つ
ど
い
の
実
施
等
を
助

成
対
象
の
重
点
に
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ

～ TVAC News ～ 東京ボランティア・市民活動センターの事業から ～

Vol.6

■

２
０
２
０
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・市
民
活
動
総
合
基
金

﹁ゆ
め
応
援
フ
ァ
ン
ド
﹂助
成
決
定て

、開
発
的(

新
し
い)

・
発
展
的(

広
が

る
・
深
ま
る)

内
容
や
効
果
が
期
待
で
き

る
と
評
価
さ
れ
た
申
請
も
重
視
し
ま
し

た
。内

容
と
し
て
は
、
障
害
・
難
病
当
事

者
お
よ
び
そ
の
家
族
や
支
援
者
、外
国

に
ル
ー
ツ
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
支
援
、

子
ど
も
や
子
育
て
中
の
親
を
地
域
の

中
で
支
え
る
仕
組
み
・
居
場
所
づ
く
り
、

多
様
な
性
の
あ
り
方
に
関
す
る
社
会
の

課
題
、虐
待
・
暴
力
被
害
者
支
援
、そ
の

他
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
、緊
迫
し
て
い
る
問
題
だ

け
で
は
な
く
、
認
知
度
の
低
い
課
題
、

複
合
す
る
要
素
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と

に
よ
り
生
じ
る
課
題
、今
後
増
加
が
見

込
ま
れ
る
課
題
に
対
し
て
、評
価
を
高

く
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、小
さ
な
団

体
に
お
い
て
新
し
い
仲
間
と
つ
な
が
り

な
が
ら
財
源
を
得
る
努
力
を
し
て
い
る

団
体
を
支
援
し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、

■

新
刊
の
ご
案
内

﹃ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・市
民
活
動 

助
成
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

２
０
２
０
―
２
０
２
１
﹄

2020年度新規助成分 10団体
（順不同、「継続助成」の記載がない場合は単年度での決定）

カラフル@はーと LGBT当事者向け性の健康(セクシュアルヘ
ルス全般)に関する連続学習会

まちのおやこテーブル
子育て家庭が知っておきたい子どもの発達
段階の活かし方「家事は最高の親子の時間」
ブックレット作成に向けた講座開催と作成

東京有閑倶楽部（継続助成） 妊婦さんも対象の育児交流サロン「心&おう
ちを整える～家族が笑顔になるために～」

NPO法人ぱお 初めて障がい児・者に接する人向けのガイド
ブック制作・発行

多言語絵本の会RAINBOW 
（継続助成）

都内の図書館に多言語電子絵本のDVDを贈
る

オフィスウィンド モラハラからの避難応援プロジェクト～効率
よく安全に避難するための戦略会議～

助け合おう避難所の会 災害発生時開設される避難所でのスペシャ
ルニーズを知り、支援の輪を広げよう

ダイバーシティサッカー協会 ダイバーシティカップ2020 in 東京の開催

医療ケア児だって花火が
見たい!実行委員会

医療ケア児だって花火が見たい!プロジェク
ト

カタルーベの会（継続助成） ひきこもり等生きづらさを抱える方を支える
しくみづくり

2018年度からの継続助成分 2団体

特定非営利活動法人里親子
支援のアン基金プロジェクト

里親・養親と子どもが地域で支え合うための
しくみづくりプロジェクト

心育稲城 発達障害児(未診断含む)をもつ親への支援
事業

2019年度からの継続助成分 2団体

かつしか子ども食堂・
居場所づくりネットワーク

子ども食堂・子どもの居場所ネットワークを
通した共生社会づくり

glolab 外国ルーツの若者が自らキャリアを考える
ためのコミュニティづくりプロジェクト

高
い
評
価
に
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
支
援
総
合
基
金「
ゆ
め
応

援
フ
ァ
ン
ド
」 

の
助
成
决
定
お
よ
び

助
成
先
14
団
体
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、https://w

w
w

.tvac.or.jp/new

s/50460 

で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

最
新
情
報
を
含
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

活
動
を
支
援
す
る
89
の

助
成
団
体
情
報
・
14
の

表
彰
事
業
・
６
の
融
資

発行／東京ボランティア・市民活動センター
共同発行／東京都社会福祉協議会民間助成団体部会
定価：本体800円（税別）    ISBN: 978-4-909393-28-9

事
業
を
、申
請
書
見
本
も
一
部
収
録
し

な
が
ら
紹
介
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
６
月
下
旬
発
売
予
定

で
す
！ 

ご
予
約
を
承
り
ま
す
。
書
店

で
の
ご
注
文
も
可
能
で
す
。
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十
歳
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
の
頃
だ
っ

た
。
ま
だ
目
黒
区
八
雲
に
あ
っ
た
都
立

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
近
所
の
悪
ガ

キ
た
ち
と
遊
び
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

休
日
だ
っ
た
か
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
人

影
も
な
く
、炎
天
下
、転
が
っ
て
い
た
ボ
ー

ル
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
。
み
な
で
体
育

館
の
裏
に
忍
び
込
ん
で
立
ち
小
便
も
し

た
。
終
わ
っ
て
出
て
く
る
と
、
先
に
終

え
た
仲
間
た
ち
が
物
陰
か
ら
こ
っ
ち
を

う
か
が
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
か
。

私
は
自
分
で
も
判
断
が
早
す
ぎ
る
と

思
っ
た
が
、
さ
っ
さ
と
校
門
を
出
た
。

　

夕
暮
れ
時
の
さ
み
し
さ
も
降
り
て
き

て
、
私
は
泣
き
顔
に
な
り
な
が
ら
三
駅

先
の
家
ま
で
走
っ
て
帰
っ
た
。
母
は
息
子

の
顔
を
見
て
、
ど
う
し
た
の
？ 

と
聞
い

た
。事
情
を
知
る
と
、ど
う
し
て
行
っ
ち
ゃ

う
の
？　

ぼ
く
も
連
れ
て
っ
て
！ 

っ
て

い
い
な
さ
い
、
と
言
っ
た
。
毎
日
の
よ
う

に
遊
ん
で
い
る
仲
間
に
な
ぜ
あ
ら
た
め

て
、
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
と
頼
ま
ね
ば

な
ら
な
い
の
か
？　

私
は
内
心
反
発
し

な
が
ら
情
け
な
さ
で
黙
っ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
仲
間
は
ず
れ
は
初
め
て

で
は
な
か
っ
た
。
変
に
誇
り
高
い
年
少

の
私
を
か
ら
か
う
の
が
面
白
か
っ
た
の

だ
。
そ
う
と
わ
か
っ
て
い
て
毎
度
同
じ

対
応
を
と
っ
て
し
ま
う
。
い
ま
の
時
代

な
ら
、
自
己
肯
定
感
が
低
い
子
供
と
い

わ
れ
た
だ
ろ
う
。
都
立
大
学
と
い
う
名

好きなこと、年をとること

vol.13

称
が
、
こ
の
四
月
か
ら
大
学
名
と
し
て

復
活
し
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
そ
ん

な
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

 　
《
独
り
で
い
る
こ
と
が
、
こ
よ
な
く
楽

し
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
会
合
の
約
束

も
、
私
に
は
磔
刑
に
ひ
と
し
い
。》
と
シ

オ
ラ
ン
が
書
い
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
で
家
で
過
ご
す
時
間
が
長
く
な
っ

た
が
、
私
も
一
人
で
い
る
こ
と
が
苦
に
な

ら
な
い
方
だ
。
読
む
本
も
あ
ら
か
じ
め

入
手
し
て
お
い
た
。『
生
ま
れ
て
き
た
こ

と
が
苦
し
い
あ
な
た
に
』（
大
谷
崇
）。

厭
世
思
想
家
シ
オ
ラ
ン
を
紹
介
し
た
本

で
、
先
の
言
葉
も
こ
こ
か
ら
引
い
た
。

　

も
う
一
冊
は
、『
ブ
ル
ー
ピ
リ
オ
ド
』

の
最
新
巻
。い
ま
人
気
の
漫
画
ら
し
い
。

主
人
公
は
、
勉
強
に
も
友
達
づ
き
あ
い

に
も
手
を
抜
か
な
い
、
し
か
し
生
き
て

い
る
実
感
が
得
ら
れ
な
い
金
髪
ピ
ア
ス

の
高
校
生
。
授
業
の
課
題
で
描
い
た
絵

が
ほ
め
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
藝

大
を
め
ざ
す
。
当
初
は
、
絵
は
趣
味
で

い
い
、
食
べ
て
行
か
れ
る
保
証
が
な
い

の
な
ら
美
大
に
行
く
意
味
は
あ
る
か
？

と
懐
疑
的
だ
っ
た
が
、美
術
の
教
師
に
、

そ
れ
は
大
人
の
発
想
だ
、
好
き
な
こ
と

の
た
め
に
努
力
で
き
る
者
は
最
強
な
の

だ
、
と
助
言
さ
れ
、
そ
の
気
に
な
る
。

　
『
ブ
ル
ー
ピ
リ
オ
ド
』
を
読
ん
で
い
る

と
、
自
分
の
中
に
隠
れ
て
い
た
も
の
、

ほ
め
ら
れ
た
ら
そ
の
気
に
な
っ
て
し
ま

う
も
の
を
、
思
い
出
さ
せ
、
感
じ
さ
せ

て
く
れ
る
。
こ
れ
も
本
を
読
む
大
き
な

楽
し
み
だ
。
好
き
な
こ
と
、
子
供
の
こ

ろ
夢
中
に
な
っ
た
こ
と
が
い
ま
に
続
い

て
い
な
い
の
は
、
つ
ま
り
は
そ
れ
が
年

を
と
る
こ
と
な
の
だ
、
と
つ
い
大
人
の

発
想
を
し
て
し
ま
う
が
、
続
い
て
い
な

い
か
ら
と
い
っ
て
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
暗
い
部
屋
で
物
が
見
え

な
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
物
が
な
く

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
と
同
様
で
。

　

と
、
年
甲
斐
の
な
い
こ
と
を
書
い
た

が
、
体
の
暗
が
り
で
は
、
下
り
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
を
一
歩
一
歩
昇
る
よ
う
な
、

な
し
く
ず
し
の
無
力
感
で
衰
え
が
自
覚

さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
心
は
脳
が
生
み

出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
理

論
を
信
じ
れ
ば
、心
は
年
を
と
ら
な
い
。

私
は
そ
う
考
え
、
い
ま
も
、
そ
れ
こ
そ

高
校
生
の
頃
と
変
わ
ら
な
い
気
持
ち
で

い
る
自
分
を
不
思
議
に
も
思
わ
な
い
。

�

（
細
井 

弘
）

『生まれてきたことが苦しいあなたに』
大谷崇・著／星海社

『ブルーピリオド』
山口つばさ・著／講談社
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○
セ
ン
タ
ー
の
開
館
状
況

　
「
閉
館
対
応
は
行
っ
て
い
な
い
」
が
４

割
、
３
割
弱
が
「
セ
ン
タ
ー
の
一
部
閉
館

（
土
日
な
ど
）」
と
回
答
。
完
全
に
閉
館
し

た
の
は
15
％
で
し
た
。

○
セ
ン
タ
ー
利
用
の
制
限
、

　

事
業
の
中
止
・
縮
小

・�

９
割
の
セ
ン
タ
ー
が
「
会
議
室
・
活
動

室
等
の
利
用
中
止
」
と
「
セ
ン
タ
ー
主

催
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、７
割
の
団
体
が
「
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
、
作
業
室
・
印
刷
機
の
利
用

中
止
」
と
「
セ
ン
タ
ー
主
催
の
会
議
中

止
」
を
し
て
い
ま
す
。

・�

相
談
対
応
・
手
続
き
と
し
て
は
、メ
ー
ル
・

電
話
対
応
は
継
続
、
個
別
対
応
は
実
施
、

郵
送
等
で
手
続
き
対
応
、
な
ど
人
と
極

力
会
わ
な
い
形
で
継
続
し
て
い
る
と
い

う
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

○
職
員
の
出
勤
体
制
に
つ
い
て

・�

２
割
が
「
全
員
通
常
通
り
の
出
勤
体
制
」

で
、
残
り
の
８
割
は
何
ら
か
の
形
で
出

勤
体
制
を
変
更
し
、
密
集
を
避
け
た
り
、

通
勤
頻
度
を
減
ら
し
た
り
す
る
手
段
を

と
っ
て
い
ま
す
。

○
今
年
度
の
事
業
方
針
や
中
止
・

　

縮
小
事
業
に
つ
い
て

・�

中
止
事
業
で
は
、
①
イ
ベ
ン
ト
系
、
②

講
座
・
講
習
会
、
③
夏
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
④
交
流
会
、
⑤
広
報
誌
の
発
行
が

多
く
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

・�

事
業
は
中
止
に
せ
ず
延
期
対
応
に
し
て

い
る
と
い
う
方
針
の
セ
ン
タ
ー
や
、
講

習
会
を
延
期
し
て
い
る
と
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。
事
業
を
縮
小
し
た
り
、
方

法
を
変
え
て
実
施
し
て
い
る
と
い
う
回

答
も
あ
り
ま
し
た
。

・�

事
業
が
活
動
停
止
状
態
も
し
く
は
検
討

中
と
い
う
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
、
何
も
取

組
み
を
進
め
ら
れ
な
い
と
い
う
厳
し
い

回
答
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

・�「
再
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
の
検
討
を
始

め
た
」
と
い
う
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
一
方
、

「
年
度
計
画
の
修
正
・
見
直
し
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
社
会
福
祉
協
議

会
を
母
体
と
す
る
セ
ン
タ
ー
で
は
「
貸

付
担
当
へ
の
応
援
を
優
先
し
て
い
る
」、

ま
た
「
行
政
の
方
針
に
よ
る
」
と
い
う

回
答
も
あ
り
ま
し
た
。

（１）期日：2020年４月16日～４月24日
（２）対象：都内ボランティア・市民活動推進団体　85団体
（３）回収率：54.1％（46団体）
（４）項目
　①�新型コロナウイルスに関する各センターの閉館、利用制限、
職員体制の状況

　②各センターにおける事業実施の際の感染防止対策
　③�ボランティア・市民活動団体が取組みを行う際の工夫や配慮
　④�新型コロナウイルスに伴う活動自粛についての市民活動団
体からの相談対応事例

 

都
内
区
市
町
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
向
け

第
２
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

調
査
結
果
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
関

し
て
、
都
内
区
市
町
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
対
象
に
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
第
２
回
目
の
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
ほ

ぼ
同
時
期
に
行
っ
た
居
場
所
や
介
護
者
支
援
団
体
、
民
間
相
談
機
関
連
絡
協
議
会
の
会
員
団

体
、
民
間
助
成
団
体
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
特
集
記
事
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
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東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
で
は
、
今
後
も
他
地
区
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
課
題
や
情
報
を
共
有

し
、
発
信
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

○
様
々
な
団
体
や
個
人
か
ら
の

　

相
談
対
応
事
例

・�「
支
援
活
動
を
し
た
い
」「
新
型
コ
ロ
ナ

関
連
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
た
い
」
と
い

う
相
談
が
多
く
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

・�

困
り
ご
と
の
相
談
で
は
、
話
し
相
手
の

希
望
や
マ
ス
ク
の
寄
付
の
依
頼
、
低
額

の
お
弁
当
宅
配
を
し
て
く
れ
る
団
体
を

知
り
た
い
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
関
連
す
る
も
の
ば
か
り
と
い
う
回

答
も
あ
り
ま
し
た
。

・�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

運
営
相
談
で
は
、
総
会
の
開
催
方
法
、

運
営
資
金
に
対
す
る
不
安
な
ど
が
挙
が

り
ま
し
た
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
工
夫

・�

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
既
存
の
取
組
み
を

工
夫
し
て
活
動
を
継
続
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
例
え
ば
、
電
話
や
オ
ン
ラ
イ
ン

な
ど
を
使
用
し
て
の
安
否
確
認
、
動
画
・

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
活
動
情
報
発
信
、

会
食
か
ら
配
食
へ
の
切
り
替
え
の
ほ

か
、
切
手
の
整
理
や
発
送
作
業
を
自
宅

で
行
っ
て
い
る
、
屋
内
活
動
を
屋
外
で

行
う
な
ど
の
回
答
も
あ
り
ま
し
た
。

・�

新
た
な
活
動
と
し
て
、「
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
を
始
め
た
」「
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で

き
る
店
の
マ
ッ
プ
を
作
成
」「
飲
食
業

へ
の
財
政
支
援
」
な
ど
が
挙
が
り
ま
し

た
。

・�

団
体
運
営
の
工
夫
で
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

の
開
催
、
資
料
送
付
に
よ
る
対
応
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

・�

地
域
の
団
体
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
り
、
何
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い
る

と
い
う
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
ま
す
。

○
そ
の
他

・�「
自
粛
対
応
で
生
活
に
困
る
方
へ
の
ニ
ー

ズ
が
増
え
る
」
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
者
に
対
し
て
は
「
長
期
活
動
が
な

い
こ
と
か
ら
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下

が
お
き
る
の
で
は
」
と
危
惧
す
る
声
が

あ
り
ま
し
た
。
一
方
、「
団
体
が
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
で
活
動
を
継
続
す
る
姿
を

見
て
、
セ
ン
タ
ー
と
し
て
市
民
の
姿
に

勇
気
づ
け
ら
れ
た
」「
い
ま
は
知
恵
を

絞
る
時
期
だ
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し

た
。

・�

セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
関
す
る
意
見

で
は
、
多
種
多
様
な
困
難
を
訴
え
る
声

が
あ
り
ま
し
た
。
事
業
実
施
（
中
止
）

の
判
断
や
テ
レ
ワ
ー
ク
調
整
の
難
し

さ
、
事
務
所
の
感
染
対
策
へ
の
不
安
、

ま
た
、
自
粛
が
続
く
と
セ
ン
タ
ー
運
営

へ
の
影
響
が
大
き
い
と
い
っ
た
回
答
も

あ
り
ま
し
た
。

・�

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
に
対
す
る
意
見
と
し
て
は
１
回
目

の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
同
様
、「
他
地
区
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
動
向
が
知

り
た
い
」「
再
開
期
に
向
け
て
の
注
意

点
や
ア
イ
デ
ア
を
発
信
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
回
答
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
解
除
と
な
り
、
現
在
は

ま
た
新
た
な
局
面
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
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東京ボランティア ・ 市民活動センター
 (TVAC: Tokyo Voluntary Action Center)

東京ボランティア・市民活動センターは、ボランティ
ア活動をはじめとするさまざまな市民の活動を推進・
支援しています。どうぞご利用ください。

利用
────────────────────────────────────────────

会議室	 会議室A・B （各40人）・ C （15人） 無料 
                  ※会議室AB通し （80人）
貸出機材	 印刷機 （2台）紙持ち込み、点字プリンター 他
申込み	 ４ヶ月前から電話で受付 （03-3235-1171）

情報提供
────────────────────────────────────────────

最新のボランティア・市民活動情報は、センターのホーム	
ページでご覧いただけます。  http://www.tvac.or.jp/

開所時間
────────────────────────────────────────────

火曜日～土曜日： 9時～21時／日曜日： 9時～17時
（月・祝祭日・年末年始除く）

交通アクセス
────────────────────────────────────────────

JR、地下鉄 （東西線・有楽町線・南北線・大江戸線 出口B2b）
飯田橋駅下車

【次回予告】2020年７月下旬発行予定
 特集  �新型コロナウイルスとボラ

ンティア・市民活動２（仮題）

　発行人　山崎美貴子

　編集委員　五十嵐美奈 （興望館）
　　　　　　上杉貴雅 （オレンジフラッグ）
　　　　　　江尻京子 （東京・多摩リサイクル市民連邦）
　　　　　　齋藤啓子 （武蔵野美術大学 造形学部教授）
　　　　　　シューレ大学 社会学ゼミ （東京シューレ シューレ大学）
　　　　　　中原美香 （NPOリスク・マネジメント・オフィス）
　　　　　　まつばらけい （フリーライター）
　　　　　　渡戸一郎 （明星大学名誉教授 ）

                          は、

ボランティア・市民活動を広げ、

応援する情報誌です！

編集・発行： 東京ボランティア・市民活動センター
    〒162-0823 東京都新宿区神楽河岸1-1 
    セントラルプラザ10階  
     TEL: 03-3235-1171  FAX: 03-3235-0050  
     E-mail: nw@tvac.or.jp
…………………………………………………………
印刷： ㈱丸井工文社
デザイン： 東京ボランティア・市民活動センター／㈱丸井工文社
表紙イラスト： フローラル信子
…………………………………………………………
2020年５月20日発行 （通巻No.366） 
ISBN 978-4-909393-21-0 C2036
371円＋税  
本誌掲載記事の無断複製・転載を禁じます。

http://www.tvac.or.jp

読者 の声  ～本誌365号より～

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
特
集
：
市
民
が
つ
く
る

　
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・�
キ
ン
ボ
ー
ル
、共
生
共
走
マ
ラ
ソ
ン
と
も「
楽

し
そ
う
」「
や
っ
て
み
た
い
」
と
思
う
反
面
、

競
技
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
み
き
れ
な
い
の

で
、
図
解
が
あ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
（
複
数
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意

見
で
す
）。

・
A
S
p
o
r
t
は
、
状
況
に
合
わ
せ
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
常
に
変
化
し
て
い
る
柔
軟

さ
、
地
域
に
必
要
な
こ
と
を
キ
ャ
ッ
チ
し

て
の
企
画
な
ど
、
感
心
し
ま
し
た
。

◇
あ
す
マ
ネ
：
世
代
交
代
、

　
み
ん
な
ど
う
し
て
る
？

・
グ
ラ
フ
付
き
で
内
容
が
わ
か
り
や
す
か
っ

た
で
す
。
団
体
を
続
け
る
こ
と
が
目
的
で

は
な
く
、
解
散
の
道
も
あ
る
と
い
う
の
は

と
て
も
同
意
で
き
ま
す
。

・
ど
ん
な
業
種
に
お
い
て
も
課
題
の
一
つ
だ

と
思
い
ま
す
。
今
の
70
〜
80
代
の
方
は
元

気
で
す
。
ま
だ
ま
だ
や
れ
て
し
ま
う
の
も

世
代
交
代
の
難
し
い
と
こ
ろ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

◇
思
い
立
っ
た
が
ボ
ラ
日
：�

�

日
本
語
グ
ル
ー
プ
W
A
I
W
A
I

・
大
所
帯
だ
け
ど
活
動
内
容
が
整
理
さ
れ
て

い
る
し
、
委
員
会
や
定
期
的
な
交
流
の
場

な
ど
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
長
年
続

い
て
い
る
の
で
す
ね
。
日
本
語
を
教
え
る

に
あ
た
り
、
共
通
の
ル
ー
ル
と
か
意
識
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
方
法
や
外
国
の
方
の
声

も
き
い
て
み
た
い
で
す
。

◇
Ｔ
Ｖ
Ａ
Ｃ 

Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
：

　
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
祭
典
２
０
２
０

・
企
業
の
社
会
貢
献
を
堂
々
と
表
彰
す
る
っ

て
素
敵
だ
し
、
見
え
る
化
に
も
な
る
し
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

◇
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
と
い
う
力
：
難
病
の
制
度

と
支
援
の
谷
間
を
考
え
る
会

・
周
囲
の
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
ど
う
し

て
も
気
づ
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
悩

ん
で
い
る
人
た
ち
が
安
心
で
き
る
居
場
所

が
た
く
さ
ん
増
え
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

◇
い
い
も
の 
み
ぃ
～
つ
け
た
！
：�

�

お
だ
ま
き
工
房

・
素
敵
な
品
々
で
す
ね
！ 
バ
ッ
グ
の
寸
法

や
値
段
、
ネ
ッ
ト
販
売
や
店
舗
の
有
無
と

い
っ
た
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
購
買

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

・
写
真
が
く
す
ん
で
い
る
こ
と
、
Ｈ
Ｐ
で
見

た
ら
お
店
も
素
敵
だ
っ
た
け
れ
ど
そ
の
写

真
が
な
い
の
は
残
念
。
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このコーナーでは、ボランティア・市民活動・
福祉施設のグッズや作品を紹介します。

　アトリエ福花は2016年に開設した就労継続支援Ｂ
型事業所です。
　様々な障害を持つメンバー11人が通所していま
す。それぞれの個性を生かして、アーティスティッ
クな製品を作っています。バッグ、アクセサリー、
ぬいぐるみ等どれもオリジナルの一点物です。
　また、渋谷区と施設とデザイン学校の学生の連携
によるプロジェクト「シブヤフォント」にも参加し
ています。メンバーの描いた絵や文字をパブリック
データとして広めていく活動です。「シブヤフォント」
を使った製品は「渋谷みやげ」として、昨年オープ
ンした渋谷スクランブルスクエアの展望台でも販売
されています。

Vol.
25

1 ��イラストを刺繍に！２人
のコラボ作品です。

2 �チョイスがユニークない
きものシリーズ。

3 �ビーズのブローチと手描
きのトートバッグ（ラン
チボックスサイズと大き
めショルダー）

4 �シブヤフォントのモヤ
イ像のビッグトート
バッグ（515×570mm）

〒 151-0073 東京都渋谷区笹塚２-16- １
03-6300-5240　 03-6383-3255
fucca@hopewwj.org
http://www.hopewwj.org/jobassist.html

　　　　https://www.facebook.com/shibuyafucca/

1

2

3 4

（表 3）」

ホープ就労支援センター渋谷

アトリエ福花（ふっか）

ホープ就労支援センター渋谷
アトリエ福花（ふっか）
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、
げ
広
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動
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る
す
援
応
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年
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発
日

0
2
0
2

年
６

号
月
　

巻
通
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行
発
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美
崎
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６
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―
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新
都
京
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―
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体
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表 4

ISBN978-4-909393-21-0 C2036 ¥371E

2019年度主な助成金の募集（公募）2020年度主な助成金の募集（公募）2020年度主な助成金の募集（公募）

事業名
（募集時期） 事業の内容

対象となる団体
対象地域・助成金額

自動車購入費助成
（６/１～７/１0）

自動車を購入する際の資金を
助成

・特定非営利活動法人

・西日本地区に所在する団体
（2019年度は東日本地区）

・1件120万円上限（総額1,200万円）

ＮＰＯ基盤強化資金助成

住民参加型福祉
活動資金助成
（６/１～６/１９)

地域住民が主体となって、包括

※コロナウイルス感染拡大防止
　に伴う支援活動も対象

的な支援を行なう活動に必要な
資金を助成

・５人以上で活動する営利を目的と
しない団体、法人格の有無は不問
（社会福祉法人は除く）

・日本全国
（2019年度は西日本地区

※予定していた東日本地区から拡大

）

・1団体30万円上限（総額550万円に増額）

ＮＰＯ基盤強化資金助成

組織および事業活動の
強化資金助成

（９月～10月上旬予定)

「組織の強化」と「事業活動の強
化」に必要な資金を助成

・特定非営利活動法人、社会福祉法人

・東日本地区に所在する団体
（2019年度は西日本地区）

・1団体70万円（総額1,000万円）

ＮＰＯ基盤強化資金助成

認定NPO法人
取得資金助成

（９月～10月上旬予定)

認定ＮＰＯ法人取得に必要な資
金を助成

・認定ＮＰＯ法人の取得を目指す社会
福祉分野の特定非営利活動法人

・日本全国

・1団体30万円（総額450万）

社会福祉分野で活躍するNPOへの助成などを通じて、
地域福祉の向上に貢献することを目指しています。

※損保ジャパン日本興亜福祉財団は、SOMPO福祉財団になりました。
SOMPO福祉財団Web ⇒ https://www.sompo-wf.org/

コロナ感染防止
支援活動応援

自動車購入費
助成

新しい自動車での
お迎えが楽しみ♪

組織および
事業活動の
強化資金助成

作業所新築にともなう
事務室設備で
ネット注文拡大！

住民参加型
福祉活動資金助成

パソコンで
お絵かきを教えて
もらおう♪

認定NPO法人
取得資金助成

子どもたちの心身ケアや
遊び場を提供。

認定取得により地域の
信頼強化に！
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